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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術

館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）
で
10
月
19

日
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た

「
ル
ー
プ
／
結
び
目
」
構
造
の

浮
遊
性
あ
る
彫
刻
で
広
く
知
ら

れ
る
日
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ル

ー
ス
・
ア
サ
ワ
（
１
９
２
６
〜

２
０
１
３
）
の
回
顧
展
が
６
階

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。本
展
は
、

ア
サ
ワ
の
約
60
年
に
わ
た
る
活

動
を
俯
瞰（
ふ
か
ん
）す
る
「
初

の
本
格
的
な
没
後
回
顧
展
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
展
示

作
品
数
は
お
よ
そ
３
０
０
点
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
彫
刻
、
ブ
ロ
ン
ズ

鋳
造
、
折
り
紙
・
紙
の
造
形
、

絵
画
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
版
画
、

ロ
ゴ
、
紋
章
、
そ
し
て
公
共
彫

刻
な
ど
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
網

羅
し
て
い
る
。
展
示
構
成
と
し

て
は
、
単
純
な
年
代
順
だ
け
で

は
な
く「
テ
ー
マ
別
／
素
材
別
」

の
視
点
も
交
え
な
が
ら
、
実
験

精
神
・
相
互
連
関
の
思
想
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

　

彼
女
が
作
品
制
作
を
通
じ
て

追
っ
て
き
た
、「
素
材
が
何
を

で
き
る
か
に
興
味
が
あ
る
」「
生

活
と
制
作
が
分
か
れ
な
い
」
よ

う
な
姿
勢
も
本
展
の
キ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
展
示
は
来
年
２
月
７
日
ま

で
。（
写
真
・
三
浦
良
一
、
関

連
記
事
２
面
に
）

浮遊性彫刻の巨匠
ルース・アサワ大回顧展
ニューヨーク近代美術館MoMAで開幕

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
（
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
）
の
ジ
ェ
シ
カ
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
警
察
本
部
長
は
３
日
、
今

年
１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
銃
撃

事
件
数
と
銃
撃
被
害
者
数
が
、

統
計
開
始
以
来
の
最
少
を
記
録

し
た
と
発
表
し
た
。
市
内
で
発

生
し
た
銃
撃
事
件
は
５
９
６

件
、
被
害
者
数
は
７
４
４
人
に

と
ど
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
最
少

だ
っ
た
２
０
１
８
年
（
６
４
１

件
、
７
６
８
人
）
を
大
幅
に
下

回
っ
た
。
10
月
単
月
で
も
事
件

数
43
件
、
被
害
者
50
人
と
過
去

最
低
を
更
新
し
た
。
殺
人
事
件

も
18
件
で
、
２
０
１
８
年
の
記

録
と
並
び
史
上
最
少
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
市
長
選
挙

は
4
日
、
投
開
票
さ
れ
、
急
進

左
派
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
下
院

議
員
の
民
主
党
候
補
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
（
34
）
が
初

当
選
し
た
。
イ
ン
ド
系
移
民
で

ア
フ
リ
カ
東
部
の
ウ
ガ
ン
ダ
生

ま
れ
の
マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、
家
賃

値
上
げ
の
凍
結
や
市
営
ス
ー
パ

ー
の
導
入
と
い
っ
た
生
活
コ
ス

ト
低
減
政
策
を
掲
げ
、
物
価
上

昇
に
苦
し
む
若
年
層
を
中
心
に

支
持
を
集
め
た
。
民
主
党
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
が

予
想
さ
れ
る
。マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、

全
米
最
都
市
の
市
長
と
し
て
は

最
も
若
い
人
物
と
な
る
。
南
ア

ジ
ア
系
の
人
物
と
し
て
、
そ
し

て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
も
初

め
て
こ
の
役
職
に
就
く
こ
と
に

も
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政

で
歴
史
的
な
選
挙
結
果
と
な
っ

た
。

　

今
回
の
選
挙
で
マ
ム
ダ
ニ
氏

は
、
無
所
属
で
立
候
補
し
た
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
前
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
と
の
事
実
上

の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
。
速
報

値
の
得
票
率
で
マ
ム
ダ
ニ
氏
は

50
・
3
％
、
ク
オ
モ
氏
は
41
・

6
％
で
共
和
党
候
補
カ
ー
テ
ィ

ス
・
ス
リ
ワ
氏
は
7
％
強
に
止

ま
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
マ
ム
ダ

ニ
氏
を
「
共
産
主
義
者
」
と
呼

ん
で
敵
視
。
投
票
日
前
日
の
３

日
に
は
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、「
選

択
肢
は
な
い
。
ク
オ
モ
氏
に
投

票
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

呼
び
か
け
、
マ
ム
ダ
ニ
氏
が
当

選
し
た
場
合
は
連
邦
資
金
の
制

限
を
行
う
考
え
を
示
し
、
さ
ら

に
選
挙
結
果
が
出
た
後
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（Truth Social

）
に
「
…AND 

SO IT BEGINS!

」
と
投
稿
。

こ
れ
は
、
マ
ム
ダ
ニ
氏
の
勝
利

を
巡
り
新
た
な
自
身
の
政
治
的

展
開
が
始
ま
る
と
い
う
意
図
と

も
解
釈
で
き
、
選
挙
結
果
は
、

若
者
層
、
低
所
得
層
が
勝
利
し

た
一
方
で
、
富
裕
層
や
連
邦
政

府
を
敵
に
回
し
て
の
Ｎ
Ｙ
新
市

政
の
幕
開
け
を
示
唆
す
る
、
あ

る
意
味
前
途
多
難
な
ス
タ
ー
ト

が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
４
面
に
）

銃
撃
事
件
数
最
低
に

Ｎ
Ｙ
市
長
に
マ
ム
ダ
ニ
氏

若
者
層
が
支
持
、
連
邦
政
府
と
富
裕
層
敵
に
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱
団

（
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
）
は
第
21
回 

定
期

演
奏
会
を
11
月
22
日 (

土) 

午

後
3
時
よ
り
ホ
ー
リ
ー
・
ト

リ
ニ
テ
ィ
教
会
（
東
88
丁
目

３
１
６
番
地
）
で
開
催
す
る
。

　

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
、
合

唱
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
、

唱
歌
、
民
謡
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
等
、
多
岐
に
渡
る
。
同
合
唱

団
は
9
月
に
新
し
い
指
揮
者
・

相
場
晧
一
を
迎
え
た
。
ピ
ア
ノ

は
浅
沼
里
香
子
。

　

演
奏
後
に
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
午
後
５
時
よ
り
開
催
す
る
。

入
場
料
は
10
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト

の
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

nymc-info@googlegroups.
com

ま
で
。
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い

る
。
10
ド
ル
以
上
の
寄
付
に

つ
き
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
。
申

し
込
み
は
オ
ン
ラ
ン
サ
イ
ト

https://www.gofundme.
com/f/2zj7n7-annual-
concert-of-the-new-york-
mixed-chorus?attribution_
id=sl:9561ec5a-
67ff-4dbe-98b1-
e5f3d5ff9833&lang=en_

を
参
照
す
る
。

訂
正　

本
紙
10
月
25
日
号
の
見

出
し
が
１
月
22
日
と
あ
る
の
は

11
月
22
日
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
再
掲
載
し
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
混
声
合
唱
団

第
21
回
定
期
演
奏
会

11 月 22 日 ( 土 ) 午後 3時
ホーリー・トリニティ教会で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）
６
階
の
特
別
展

示
会
場
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
＆
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
コ
ー
エ
ン
・

セ
ン
タ
ー
で
開
催
中
の
ル
ー

ス
・
ア
サ
ワ
没
後
回
顧
展
（
１

面
に
記
事
）
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
を

使
っ
た
「
ル
ー
プ
／
結
び
目
」

構
造
の
浮
遊
性
あ
る
彫
刻
で
広

く
知
ら
れ
る
彼
女
の
約
60
年
を

網
羅
し
、
展
示
作
品
数
は
お
よ

そ
３
０
０
点
に
上
る
。

　

同
展
は
、
ア
サ
ワ
が
長
く
拠

点
と
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
発
表
さ
れ
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
近
代
美
術
館
（
Ｓ
Ｆ
Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ａ
）
で
の
展
示
（
４
月
５

日
か
ら
９
月
２
日
）
を
経
て
今

回
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
に
巡
回
展
示
さ
れ

た
。
展
示
か
ら
素
材
や
形
式
を

超
え
て
「
制
作
＝
生
活
」「
内

部
＝
外
部
」「
抽
象
＝
具
象
」

を
横
断
す
る
視
点
が
展
覧
会
を

通
じ
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
現

代
美
術
／
公
共
芸
術
／
教
育
と

い
っ
た
複
数
の
文
脈
か
ら
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

観
覧
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
作
品
は
「
空
間
を
透
か
す

こ
と
」
や
「
影
と
の
関
係
」
を

含
む
の
で
、
観
る
位
置
・
角
度

に
よ
っ
て
光
の
変
化
を
意
識
す

る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
。
多

様
な
技
法
・
素
材
を
使
っ
た
作

品
群
を
通
じ
て
、「
素
材
が
何

を
で
き
る
か
」
を
探
究
し
続
け

た
ア
サ
ワ
の
姿
勢
に
注
目
。
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
や
版
画
の
静
か
な

作
品
と
、
空
間
的
・
彫
刻
的
な

作
品
と
の
対
比
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
静
と
動
、
内
部
と
外

部
、
生
活
と
芸
術
の
往
還
。
中

で
も
、
公
共
芸
術
・
教
育
活
動

に
も
触
れ
て
お
く
と
、「
作
品
」

を
超
え
て「
社
会
と
の
関
わ
り
」

と
い
う
文
脈
が
開
け
る
。
彼
女

が
手
が
け
た
ロ
ゴ
や
紋
章
な
ど

現
代
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
な
い
時
代
の
作
品
と
し
て

は
、
抽
象
の
概
念
の
中
に
込
め

ら
れ
た
緻
密
な
計
算
が
見
て
取

れ
る
。

　

展
示
構
成
は
、
出
発
点
と

教
育
期
（
１
９
４
０
〜
50
年

代
）、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
移

住
と
ワ
イ
ヤ
ー
彫
刻
の
発
展

（
１
９
５
０
〜
60
年
）、
家
族
、

公
共
美
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
１
９
６
０
年
代
後
半
〜
）、
細

や
か
な
素
材
探
究
・
ミ
ニ
チ
ュ

ア
、
晩
年
の
植
物
／
花
モ
チ
ー

フ
に
よ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
版

画
（
１
９
９
０
〜
２
０
０
０
年

代
）
と
な
っ
て
い
る
。
多
数
点

数
ゆ
え
に
「
興
味
を
持
っ
た
素

材
や
テ
ー
マ
（
例
え
ば
ワ
イ
ヤ

ー
作
品
）
を
ま
ず
じ
っ
く
り
見

て
、
余
力
あ
れ
ば
ス
ケ
ッ
チ
や

版
画
系
も
回
る
」
と
い
う
回
り

方
も
お
す
す
め
だ
。　
（
三
浦
）

抽
象
概
念
に
密
め
ら
れ
た

計
算
ル
ー
ス
・
ア
サ
ワ
展

MoMA
11 W 53rd St,

 New York, NY 10019 
TEL (212) 708-9400

https://www.moma.org/
開館時間　10:30-17:30
金曜のみ　10:30-20:30

https://www.seitomoko.com/
https://science.ne.jp/english/en/info/7471
https://www.moma.org/
https://www.gofundme.com/f/2zj7n7-annual-concert-of-the-new-york-mixed-chorus?attribution_id=sl:9561ec5a-67ff-4dbe-98b1-e5f3d5ff9833&lang=en_
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ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
展

来
年
2
月
ま
で
延
長

隠
れ
家
を
忠
実
に
再
現

　

第
２
次
世
界
大
戦
中
に
ア
ン

ネ
・
フ
ラ
ン
ク
一
家
ら
が
ナ
チ

ス
の
迫
害
を
逃
れ
て
約
２
年
間

潜
伏
し
た
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
隠
れ
家
が
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
再
現
さ
れ
て

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ユ
ダ
ヤ
歴
史
セ

ン
タ
ー
（Center for Jewish 

History
：
西
16
丁
目
15
番
地
）

は
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
解
放
80

年
に
あ
わ
せ
て
今
年
１
月
27
日

の
国
際
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
日

か
ら
、「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
で

知
ら
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
少
女
ア
ン

ネ
・
フ
ラ
ン
ク
が
強
制
収
容
所

に
送
ら
れ
る
ま
で
生
活
し
て
い

た
隠
れ
家
を
世
界
で
初
め
て
実

物
大
で
再
現
し
た
。

　
「Anne Frank The 

Exhibition

」
の
隠
れ
家
に
は
、

出
入
り
口
を
隠
す
た
め
の
本
棚

を
は
じ
め
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
や

キ
ッ
チ
ン
の
家
具
、
日
記
帳
や

生
活
用
品
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
隠
れ
家
は
ア
ン
ネ
の
父
オ

ッ
ト
ー
・
フ
ラ
ン
ク
の
希
望
に

よ
り
家
具
や
生
活
用
品
が
な
い

状
態
で
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い

る
が
、
Ｎ
Ｙ
で
は
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
か
ら
提
供
さ
れ
た
未
公
開

品
も
含
む
１
０
０
点
以
上
の
収

蔵
品
も
加
え
て
再
現
さ
れ
て
い

る
た
め
、
来
館
者
は
当
時
の
ア

ン
ネ
と
家
族
ら
の
日
常
を
感
じ

な
が
ら
見
学
で
き
る
。
ま
た
、

同
展
で
は
隠
れ
家
を
再
現
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
強
制
収
容

所
に
送
ら
れ
た
２
年
後
に
15
歳

で
亡
く
な
っ
た
ア
ン
ネ
の
生
涯

に
つ
い
て
や
、
書
籍
・
各
国
の

出
版
物
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関

す
る
展
示
が
７
５
０
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
の
会
場
に
歴
史
を
追
う

よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
入

り
口
で
一
人
ひ
と
り
に
渡
さ
れ

る
無
料
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ
ド

を
使
っ
て
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾

け
る
人
も
多
く
、
す
べ
て
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
会
場
を
歩
く

と
約
１
時
間
、
歴
史
と
家
族
の

物
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
初
は
4
月
末
ま
で
だ
っ
た

同
展
は
連
日
満
員
で
チ
ケ
ッ
ト

入
手
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
10

月
末
ま
で
延
長
、
そ
し
て
現
在

は
さ
ら
に
２
０
２
６
年
２
月
１

日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。
入

場
料
は
一
般
24
ド
ル
〜
、
17
歳

以
下
は
18
ド
ル
〜
。
土
曜
休

館
。
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
の
日
も

多
い
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
時

間
指
定
の
事
前
購
入
を
推
奨
す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

annefrankexhibit.org

を
参

照
す
る
。

（
高
田
由
起
子
、
外
観
写
真
も
。

ほ
か
の
写
真
は
公
式
サ
イ
ト
よ

り
）

https://www.nipponclub.org/
https://tinyurl.com/DAIGAKU25NY
https://www.annefrankexhibit.org
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高
市
早
苗
氏
が
総
理
大
臣
に

選
出
さ
れ
た
。
就
任
早
々
い
き

な
り
の
首
脳
外
交
と
な
っ
た

が
、
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
ら
し
く

日
米
、
日
中
、
日
韓
い
ず
れ
の

首
脳
会
談
も
無
難
に
こ
な
し
た

こ
と
か
ら
、
政
権
は
高
支
持
率

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
部
調
査
で
は

支
持
率
が
80
％
を
超
え
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
事
実
で

あ
れ
ば
小
泉
純
一
郎
政
権
以
来

の
こ
と
で
あ
る
。
高
い
支
持
を

背
景
に
本
格
政
権
へ
と
階
段
を

登
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
回

は
こ
の
政
権
の
性
格
を
論
じ
て

み
た
い
。

　

ま
ず
明
ら
か
な
の
は
、
保
守

イ
メ
ー
ジ
を
保
つ
こ
と
で
中
道

政
策
を
進
め
る
と
い
う
安
倍
方

式
が
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
安
倍
方
式
と
い
う

の
は
、
亡
く
な
っ
た
安
倍
総
理

の
場
合
と
同
じ
く
、
保
守
票
か

ら
絶
大
な
支
持
を
獲
得
す
る
こ

と
で
、
か
え
っ
て
保
守
「
で
は

な
い
」
政
策
が
進
め
ら
れ
る
と

い
う
マ
ジ
ッ
ク
を
指
す
。
安
倍

氏
の
場
合
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
経

済
政
策
を
は
じ
め
、
上
皇
さ
ま

の
意
向
を
正
面
か
ら
受
け
止
め

て
譲
位
改
元
を
実
現
、
更
に
は

国
費
を
投
入
し
て
の
日
韓
合

意
、
日
米
相
互
献
花
外
交
、
大

胆
な
移
民
推
進
な
ど
を
実
現
し

た
。
い
ず
れ
も
中
道
左
派
政
権

で
あ
れ
ば
保
守
派
の
反
対
で
立

ち
往
生
し
か
ね
な
い
政
策
で
あ

る
が
、
安
倍
氏
は
堂
々
と
進
め

て
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

高
市
氏
の
場
合
だ
が
、
既
に

こ
の
マ
ジ
ッ
ク
を
全
開
モ
ー
ド

で
活
用
し
て
い
る
。
総
理
に
選

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
堂
々
と

靖
国
参
拝
は
封
印
、
日
韓
外
交

で
は
太
極
旗
に
一
礼
す
る
な

ど
、
そ
の
行
動
は
徹
底
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
貫
い
た

こ
と
は
、
中
道
か
ら
中
道
左
派

の
有
権
者
に
も
安
心
感
を
与
え

た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
80
％
と

い
う
高
い
支
持
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
安
倍

晋
三
氏
の
後
継
ど
こ
ろ
か
、
ア

メ
リ
カ
で
言
う
な
ら
ば
、
民
主

党
支
持
者
を
取
り
込
ん
だ
2
期

目
の
レ
ー
ガ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
に

も
比
較
可
能
と
言
え
よ
う
。

　

問
題
は
構
造
改
革
を
ど
こ
ま

で
進
め
る
か
だ
。
こ
れ
は
、
第

２
次
安
倍
政
権
の
際
の
「
３
本

の
矢
」
構
想
に
お
い
て
、
必
ず

し
も
実
現
が
で
き
な
か
っ
た
分

野
に
な
る
。
心
配
な
の
は
、
高

市
政
権
も
安
倍
政
権
と
同
様

に
、
支
持
層
の
中
核
を
占
め
る

の
は
、
構
造
改
革
と
い
う
意
味

で
は
守
旧
派
に
属
す
る
グ
ル
ー

プ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
と
は

言
え
、
農
政
改
革
、
雇
用
改
革
、

デ
ジ
タ
ル
改
革
の
３
点
は
日
本

と
い
う
国
の
存
続
の
た
め
に

は
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ

る
。
非
常
に
楽
観
的
な
見
通
し

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
河
野
太

郎
氏
や
小
泉
進
次
郎
氏
な
ど
と

は
異
な
り
、
構
造
改
革
を
声
高

に
は
掲
げ
ず
、
ま
た
守
旧
派
を

掌
握
し
て
い
る
こ
と
で
、
高
市

政
権
は
こ
の
難
し
い
三
大
改
革

に
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
期

待
も
全
く
不
可
能
で
は
な
い
。

　

高
市
氏
は
折
に
触
れ
て
、
英

国
の
名
宰
相
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

サ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
尊
敬
を
口
に

し
て
き
た
。
表
面
的
に
は
強
硬

な
保
守
の
女
性
政
治
家
と
し
て

参
考
に
し
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
与
え
る
。
け
れ
ど
も
、
就
任

後
に
は
以
前
に
は
想
像
も
で
き

な
か
っ
た
言
動
の
安
定
を
見
せ

て
い
る
高
市
氏
で
あ
る
。
も
し

か
し
た
ら
本
人
と
し
て
、
相
当

な
決
意
を
込
め
て
政
権
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
と
し
た
ら
、
サ
ッ
チ
ャ

ー
を
お
手
本
に
と
い
う
文
言
の

意
味
合
い
は
俄
然
重
く
な
っ
て

く
る
。
仮
に
、
80
％
と
い
う
支

持
率
が
与
え
た「
政
治
的
資
産
」

を
使
っ
て
、
農
政
、
雇
用
、
デ

ジ
タ
ル
の
三
大
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
歴
史
に
永

遠
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
だ
が
、

あ
え
て
声
高
に
構
造
改
革
を
叫

ぶ
の
で
は
な
く
、
気
が
つ
い
た

ら
三
大
改
革
に
成
果
が
上
が
っ

て
い
た
と
い
う
よ
う
な
ス
テ
ル

ス
作
戦
を
取
る
の
で
は
な
い

か
。

　

ち
な
み
に
、
改
革
の
中
で
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
原

発
再
稼
働
だ
け
で
な
く
新
型
小

型
炉
の
導
入
も
考
慮
し
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
何
か
と
問

題
が
多
く
な
っ
て
き
た
太
陽
光

や
風
力
で
は
な
く
、
原
子
力
を

含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

で
、
電
力
コ
ス
ト
引
き
下
げ
に

よ
る
国
民
生
活
の
改
善
と
、
排

出
ガ
ス
削
減
が
で
き
れ
ば
、
こ

れ
も
政
権
と
し
て
大
き
な
成
果

と
な
ろ
う
。

　

最
大
の
問
題
は
、
財
政
規
律

問
題
で
あ
る
。
政
権
の
成
立
に

当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
医
療
費

問
題
な
ど
を
含
め
た
財
政
規
律

を
強
く
意
識
し
た
麻
生
グ
ル
ー

プ
、
小
さ
な
政
府
論
を
掲
げ
て

官
公
労
と
対
決
し
て
き
た
維
新

の
会
と
の
連
携
で
組
閣
に
至
っ

た
経
緯
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

総
裁
選
の
前
か
ら
高
市
氏
は
景

気
浮
揚
の
た
め
の
積
極
財
政
論

者
と
も
み
な
さ
れ
て
い
た
。
い

わ
ば
全
く
矛
盾
し
た
二
つ
の
性

格
を
持
つ
政
権
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
が
、
国
家
に
お
け
る
最

大
の
課
題
に
お
い
て
、
単
純
な

二
分
法
で
は
な
く
、
も
し
か
し

た
ら
国
と
し
て
進
む
べ
き
「
存

続
可
能
な
狭
い
ゾ
ー
ン
」
を
歩

く
覚
悟
を
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、

ま
だ
判
断
材
料
が
出
て
い
な
い

が
、
高
市
政
権
が
本
格
政
権
と

し
て
多
く
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
か
は
、
こ
の
点
に

か
か
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

高
市
早
苗
新
政
権
の
性
格
を
考
え
る

　

先
月
、
私
達
の
生

活
に
不
可
欠
な
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
世

界
的
に
大
混
乱
に
陥

っ
た
。
こ
れ

は
、Amazon 

W
eb Services

（
Ａ
Ｗ
Ｓ
）
と

M
icrosoft

と

い
う
、
世
界
の

デ
ジ
タ
ル
基
盤

を
支
え
る
巨
大

企
業
二
社
の
シ

ス
テ
ム
で
相
次
い
で
発
生

し
た
大
規
模
な
不
具
合
に

よ
る
も
の
だ
。
10
月
20
日

頃
に
発
生
し
た
Ａ
Ｗ
Ｓ
の

不
具
合
は
主
に
米
国
の
最

大
拠
点
「US-EAST-1

」

で
発
生
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、

人
気
ゲ
ー
ム
、
主
要
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、
世
界
中
の
数

え
き
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
さ
せ
た
。
原
因

は
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
主
要
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の

シ
ス
テ
ム
内
で
起
き
た
Ｄ

Ｎ
Ｓ
解
決
エ
ラ
ー
だ
っ

た
。
Ｄ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
住

所
（
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
）
と

名
前
（
ド
メ
イ
ン
名
）
を

結
び
つ
け
る
役
割
を
担
う

シ
ス
テ
ム
。
そ
れ
を
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
内
で
予
期

せ
ぬ
不
具
合
が
連
鎖
的
に
発
生

し
、
そ
れ
が
他
の
シ
ス
テ
ム
へ

と
次
々
と
影
響
を
及
ぼ
す
「
ド

ミ
ノ
倒
し
」
の
状
態
を
引
き
起

こ
し
た
と
い
う
。
そ
の
直
後

の
10
月
29
日
〜
30
日
頃
に
は
、

Microsoft

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
「Azure

」
と
ビ
ジ
ネ
ス

ソ
フ
ト
「Microsoft 365

」

（W
ord

やExcel

な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
群
）
で
も
、
世
界
的
な
ア

ク
セ
ス
障
害
が
発
生
し
た
。
こ

ち
ら
は
利
用
者
と
ク
ラ
ウ
ド
を

つ
な
ぐ
中
継
機
能
に
問
題
が
発

生
し
た
も
の
で
、
不
注
意
な
設

定
変
更
が
原
因
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
今
回
改
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
現
代
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
フ
ラ
が
、
Ａ

Ｗ
Ｓ
やAzure

と
い
っ

た
ほ
ん
の
数
社
の
巨
大

ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
に
「
一
極
集
中
」
し

て
い
る
リ
ス
ク
だ
。
ど

ち
ら
の
障
害
も
、
地
震

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
い

っ
た
外
部
の
脅
威
で
は

な
く
、
シ
ス
テ
ム
内
部

の
「
設
定
ミ
ス
」
や
「
予

期
せ
ぬ
技
術
的
な
連
鎖
」

が
原
因
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
ど
ん
な
に
巨
大
で

強
固
に
見
え
る
シ
ス
テ

ム
で
も
、
人
間
が
管
理
・

運
用
す
る
限
り
、
ほ
ん

の
小
さ
な
ミ
ス
一
つ
で

世
界
全
体
に
影
響
が
及

ぶ
と
い
う
現
実
を
突
き

つ
け
て
い
る
。
企

業
は
ク
ラ
ウ
ド
利

用
の
利
便
性
を
享

受
し
つ
つ
、
サ
ー

ビ
ス
が
停
止
し
た

場
合
に
備
え
た
リ

ス
ク
分
散
の
戦
略

を
真
剣
に
考
え
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
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英
紙
「
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー

ル
」
が
市
長
選
投
開
票
の
前
日

11
月
３
日
付
で
「
も
し
民
主
社

会
主
義
派
の
州
下
院
議
員
ゾ
ー

ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
（
34
、
民

主
党
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
次
期
市
長
に
当
選
し
た
場

合
、
同
市
か
ら
少
な
く
と
も
約

76
万
５
０
０
０
人
、
最
大
で
約

２
０
０
万
人
規
模
の
市
民
が
流

出
を
「
検
討
」
ま
た
は
「
確
実

に
移
住
す
る
」
と
い
う
世
論
調

査
の
結
果
を
報
じ
た
。
マ
ム
ダ

ニ
氏
を
批
判
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ポ
ス
ト
は
同
日
、
さ
っ

そ
く
こ
れ
を
紹
介
し
た
。　

　

調
査
は
英
紙
「
デ
イ
リ
ー
・

メ
ー
ル
」
が
委
託
し
た
米
調
査

会
社
Ｊ
Ｌ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ

る
も
の
で
、市
民
の
９
％
が「
確

実
に
市
を
出
る
」
と
回
答
し
、

さ
ら
に
25
％
が
「
離
れ
る
事
を

検
討
し
て
い
る
」
と
答
え
て
お

り
、
合
計
で
お
よ
そ
34
％
が
離

脱
の
可
能
性
を
示
し
た
。
同
市

の
人
口
は
約
８
５
０
万
人
で
、

34
％
は
約
２
９
０
万
人
に
相
当

す
る
。

　

特
に
高
所
得
者
層
の
流
出
危

機
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
年
間

所
得
25
万
ド
ル
超
の
回
答
者
の

う
ち
７
％
が「
確
実
に
離
れ
る
」

と
回
答
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で

は
上
位
１
％
の
所
得
層
が
市
税

収
の
半
分
近
く
を
担
っ
て
い
る

と
の
指
摘
が
あ
り
、
彼
ら
の
大

量
流
出
が
実
現
す
れ
ば
市
財
政

へ
の
打
撃
は
深
刻
だ
。

　

離
脱
意
向
は
地
理
的
に
差
が

出
て
お
り
、
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ

ン
ド
で
は
21
％
が
「
確
実
に
離

れ
る
」
と
回
答
、
さ
ら
に
54
％

が
「
離
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
答
え
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

は
そ
れ
ぞ
れ
８
％
と
18
％
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
６
％
と
20
％

と
い
う
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

性
別
・
年
齢
別
で
も
、
男
性
が

「
確
実
に
」
が
12
％
、「
検
討
」

が
25
％
、
女
性
は
７
％
、
24
％
。

50
〜
64
歳
が
離
脱
を
最
も
検
討

し
て
お
り
、「
確
実
に
」が
12
％
、

「
検
討
」
が
33
％
だ
っ
た
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、
バ
ス
運
賃

無
料
化
、
賃
貸
料
凍
結
、
５

歳
以
下
の
無
料
保
育
、
年
収

１
０
０
万
ド
ル
超
の
高
額
所
得

者
へ
の
２
％
増
税
、
法
人
税
率

の
７
・
25
％
か
ら
11
・
５
％
へ

の
引
き
上
げ
な
ど
、
野
心
的
な

政
策
を
掲
げ
て
い
る
。し
か
し
、

批
判
側
は
「
高
額
所
得
者
や
企

業
が
低
税
率
州
に
移
転
し
、
市

税
収
が
大
き
く
目
減
り
す
る
」

と
警
戒
感
を
示
し
て
お
り
、
実

際
に
離
脱
の
検
討
が
「
既
に
始

ま
っ
て
い
る
」
と
す
る
声
も
あ

る
。
も
し
流
出
が
現
実
の
も
の

と
な
れ
ば
、
都
市
の
機
能
や
税

収
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
「
歴
史

的
な
打
撃
」
が
及
ぶ
可
能
性
が

あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
マ
ム
ダ
ニ
氏

を
「
１
０
０
％
共
産
主
義
の
狂

人
（Lunatic
）」
な
ど
と
批
判

し
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

２
日
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
報
道
番
組

「
60
ミ
ニ
ッ
ツ
」
で
、
マ
ム
ダ

ニ
氏
が
市
長
に
な
れ
ば
、「
大

統
領
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

多
額
の
資
金
を
提
供
す
る
の
は

難
し
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ

た
。「
共
産
主
義
者
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
統
治
す
れ
ば
、
そ
こ

に
送
る
お
金
が
無
駄
に
な
る
だ

け
だ
」
と
付
け
加
え
た
。

　
　
　
　
　
　
（
１
面
に
記
事
）

マ
ム
ダ
ニ
市
長
誕
生
で
１
０
０
万
人
が
流
出
？

英
国
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
の
事
前
世
論
調
査

Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
が
詳
報

投
票
所
を
出
る
市
民
（
４
日
午
後
１
時
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
西
46
丁
目
の
教
会
特
設
投
票
所
で
、
本
紙
撮
影
）

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開

澤
井
医
師
の
講
演

　

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族
会
（
Ｂ

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）
主
催
の
「
忙
し
い

女
性
の
た
め
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

第
２
弾
「
誰
か
優
先
か
ら
、
自

分
の
心
と
体
優
先
へ
」
が
11
月

２
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
当
初
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
始

を
予
定
し
て
い
た
が
Ｎ
Ｙ
シ
テ

ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
施
の
交
通
規
制

に
よ
り
対
面
開
催
が
困
難
に
な

っ
た
た
め
、
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
卵
子
凍

結
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
、
更
年

期
、
遺
伝
子
の
キ
ャ
リ
ア
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
閉
経
後
の
出

血
、
癌
の
リ
ス
ク
の
上
昇
に
向

け
て
何
を
気
に
か
け
る
か
な
ど

を
テ
ー
マ
に
解
説
し
た
。
講
師

は
澤
井
未
央
医
師
（
Ｎ
Ｙ
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
産
婦
人
科
）。
講
演

はYouTube

で
現
在
公
開
中
。

https://youtu.be/
XPZ3PbCywvc

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
http://www.nyseikatsu.com
https://youtu.be/XPZ3PbCywvc
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都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

10
月
13
日
、「
オ
ー
ト
メ
イ
テ

ッ
ド
・
カ
メ
ラ
・
エ
ン
フ
ォ
ー

ス
メ
ン
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
：
車
載
カ

メ
ラ
で
の
取
り
締
ま
り
）」
を

執
行
し
、
バ
ス
の
運
行
を
妨
げ

る
車
両
の
行
為
に
最
高
２
５
０

ド
ル
の
罰
金
を
課
す
こ
と
を

発
表
し
た
。
Ｎ
Ｙ
州
政
府
は

２
０
２
３
年
、
バ
ス
走
行
の
向

上
の
た
め
Ｍ
Ｔ
Ａ
と
Ｎ
Ｙ
市
運

輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）、
金
融
局
に

同
法
執
行
を
承
認
し
た
。
車
載

カ
メ
ラ
は
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
の

走
行
や
二
重
駐
車
、
バ
ス
停
の

発
進
妨
害
な
ど
を
行
っ
た
車
両

の
画
像
、
動
画
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
時
間
、
場
所
を
記
録

し
、
同
デ
ー
タ
を
確
認
し
た
同

市
職
員
が
運
転
手
・
所
有
者
に

違
反
切
符
を
郵
送
す
る
。
初
犯

の
罰
金
は
50
ド
ル
で
、
繰
返
毎

に
50
ド
ル
増
加
す
る
。同
市
は
、

同
違
反
は
民
事
で
あ
る
た
め
保

険
や
運
転
履
歴
に
影
響
は
な
い

が
、
罰
金
未
払
い
に
は
延
滞
金

の
請
求
、
車
両
の
レ
ッ
カ
ー
移

動
や
車
輪
止
め
の
対
象
と
な
る

と
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
の
対
象
は
、
先
月
開

通
し
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
４
路
線
を
合
わ
せ
合

計
47
路
線
と
な
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は

声
明
で
、同
法
は
単
な
る
「
罰
」

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
バ

ス
の
走
行
速
度
向
上
」
の
た
め

と
し
、
走
行
速
度
は
カ
メ
ラ
搭

載
車
両
の
路
線
で
は
平
均
５

％
、
最
高
30
％
向
上
し
た
と
伝

え
て
い
る
。
ま
た
衝
突
・
接
触

事
故
は
20
％
、
排
気
ガ
ス
は
５

〜
10
％
減
少
し
た
と
い
う
。

路
線
バ
ス
の
走
行
妨
害

罰
金
は
最
高
２
５
０
ド
ル
渡
邉
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

２
０
２
６
年
度
の
応
募
受
付
を
開
始

秋晴れの勝負
NYシティマラソン
沿道でNY太鼓愛好会が応援

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第117回例会/令和７年11月例会 
開催日： 令和7年11月19日（水曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題： 終わらせるべき戦後
　-敗戦国という軛からの解放を目指して-
開　場： 17:45（講演開始まで軽飲食）
時　間： 18:15 ～20：30
講　師： 高崎康裕（会長）
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
　初回参加無料
参加申込： Eメール 
rekishikenkyuny@gmail.com 研究会事務局 

　戦後日本は奇跡的な復興を果たしたが、一方
では「憲法改正」や「自虐史観からの脱却」な
ど、今なお懸案として残る事項もある。今回
は、戦後の歩みを振り返りながら、日本が「敗
戦国」の軛から真に解き放されるために求めら
れる国民の姿勢について考える。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

全
米
日
系
人
博
物
館
（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｍ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
が
運
営

す
る
「
渡
邉
利
三
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、

２
０
２
６
年
度
フ
ェ
ロ
ー
の
募

集
を
開
始
し
た
。
２
週
間
の
訪

米
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す

る
１
年
間
の
研
修
を
通
し
て
、

政
府
、
経
済
界
、
市
民
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
交
流
し
、
民
主
主

義
の
価
値
と
実
践
へ
の
理
解
を

深
め
、
日
米
関
係
の
強
化
を
図

る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
的
と
し
た
全
額
給
付
型

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
慈
善
家
の
渡

邉
利
三
氏
の
寄
附
に
支
え
ら
れ

開
始
し
た
こ
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
は
現
在
２
年
目
が
進
行
中

で
、
10
月
27
日
か
ら
３
年
目
の

募
集
が
始
ま
っ
た
。

　

応
募
資
格
は
、
職
務
経
験
５

年
以
上
、
45
歳
以
下
、
日
本
在

住
の
日
本
人
ま
た
は
特
別
永
住

者
。
26
年
度
は
８
〜
10
人
を
選

出
予
定
、
応
募
締
切
り
は
26
年

１
月
15
日
（
木
）。
こ
れ
ま
で

の
フ
ェ
ロ
ー
は
、
行
政
機
関
や

民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

ア
ー
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、
教
育
な

ど
幅
広
い
分
野
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
。
全
米
日
系
人
博
物
館

館
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ア
ン
・
バ
ロ

ウ
ズ
は
「
こ
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
は
、
対
話
と
協
力
の
促
進
、

実
践
的
な
民
主
主
義
に
対
す
る

理
解
の
深
化
、
日
米
関
係
の
強

化
の
３
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
の
参
加
が
大

き
な
意
味
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル

な
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
、

今
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

世
代
の
日
米
関
係
や
民
主
主
義

を
担
う
、
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
が

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。　

　

11
月
８
日
（
土
）
と
12
月
16

日
（
火
）
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
も
実
施
さ
れ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
Ｅ
メ
ー

ルdemocracyfellowship@
janm.org

ま
で
。
応
募
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.janm.org/
democracy/ja/watanabe-
democracy-fellowship

を
参

照
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
5
区
26
・

２
マ
イ
ル
を
走
る
Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
が
２
日
開
催
さ
れ
、

５
万
９
０
０
０
人
以
上
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
た
。こ
の
日
は
、

風
も
穏
や
か
で
、天
気
も
良
く
、

最
高
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
く
居

住
エ
リ
ア
ご
と
で
、
様
々
な
国

旗
を
空
高
く
振
り
応
援
す
る

人
々
で
溢
れ
、
沿
道
の
観
客
が

応
援
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

入
る
前
の
、
ラ
ン
ナ
ー
が
疲
れ

始
め
た
「
壁
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
南
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
陣
取

っ
た
の
は
、
太
鼓
の
演
奏
で
走

者
の
支
援
を
こ
の
15
年
以
上
し

て
き
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
太

鼓
愛
好
会
の
皆
さ
ん
。
今
年
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
界
隈
は
勿
論
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
そ
し
て

東
京
か
ら
も
愛
好
会
の
仲
間
の

太
鼓
打
ち
（
僧
太
鼓
、
Ｏ
Ｍ
Ｎ

Ｙ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
太
鼓
、
ス
ト

ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク
大
太
鼓
潮
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
・
フ
ィ
フ
ス
（
助

六
太
鼓
））
が
参
加
し
、
総
勢

50
人
が
腹
の
底
ま
で
響
く
太
鼓

の
音
を
響
か
せ
、「
走
者
」と「
奏

者
」
が
一
体
と
な
る
秋
晴
れ
の

一
日
と
な
っ
た
＝
太
鼓
写
真
・

Ｎ
Ｙ
太
鼓
愛
好
会
提
供
＝
。

　

ベ
ラ
ザ
ノ
ナ
ロ
ウ
橋
を
通
過
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
（
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
写
真
家
の
植
山
慎

太
郎
さ
ん
が
走
行
途
中
に
撮
影
。植
山
さ
ん
は
２
万
７
４
９
８
着
。記
録
タ
イ
ム
は
4
時
間
19
秒
６
）

Photo:Gregory D'Agostino

亡者の行進
ハロウィンで

楽しい
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10
月
31
日
、
全
米
各
地
で
ハ
ロ

ウ
イ
ン
の
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
６
番
街
を
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
か
ら
北
上
、
お
化
け
や

さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
で
沿
道
の
市
民

を
楽
し
ま
せ
た
。
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
だ
が
、
特
に
毎
年
混
乱
も
な

く
、路
上
飲
酒
で
騒
ぐ
者
も
な
く
、

整
然
と
秋
の
風
物
詩
を
楽
し
ん
だ

が
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
紙
面

で
は
モ
ラ
ル
上
掲
載
を
躊
躇
す
る

よ
う
な
猟
奇
的
な
仮
装
も
相
変
わ

ら
ず
目
立
つ
パ
レ
ー
ド
だ
っ
た
。

http://myriverside.net/home
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.janm.org/democracy/ja/watanabe-democracy-fellowship
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日
本
時
間
10
月
27
日
（
月
）

午
前
3
時
3
分
に
、
私
の

最
愛
の
祖
母
が
他
界
し
た
。

１
９
２
３
年
大
正
12
年
生
ま
れ

の
彼
女
は
、
戦
前
、
戦
中
、
戦

後
を
生
き
抜
い
て
き
た
愛
情
溢

れ
る
優
し
い
女
性
だ
っ
た
。
私

は
彼
女
が
47
歳
の
時
の
初
孫
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
そ

れ
は
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
。

厳
し
い
母
と
は
対
照
的
に
、
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
優
し
い
祖
母
か

ら
怒
ら
れ
た
事
は
た
だ
の
一
度

も
無
く
、
彼
女
の
元
で
私
は
い

つ
も
伸
び
伸
び
し
て
、
癒
さ
れ

て
い
た
。
幼
い
頃
は
週
末
に
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
祖
母
の
家
に
行

っ
て
い
た
が
、
祖
母
の
料
理
は

美
味
し
く
、
ね
だ
れ
ば
い
つ
で

も
買
っ
て
も
ら
え
た
本
や
漫
画

も
嬉
し
く
、
寝
る
時
は
添
い
寝

し
な
が
ら
聞
か
せ
て
く
れ
る
昔

話
は
、
何
よ
り
も
楽
し
み
だ
っ

た
。

　

祖
母
は
愛
知
県
常
滑
市
で
生

ま
れ
海
の
近
く
で
育
っ
た
。
裕

福
な
金
物
屋
の
末
っ
子
と
し
て

生
ま
れ
、
朝
は
女
中
さ
ん
に
三

つ
編
み
を
編
ん
で
も
ら
い
、
美

味
し
い
お
弁
当
を
作
っ
て
も
ら

っ
て
近
所
の
友
人
と
学
校
に
通

っ
た
話
は
、
何
の
変
哲
も
な
い

の
に
何
度
聞
い
て
も
飽
き
な
か

っ
た
。
彼
女
は
女
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
あ
る
商
社
の
英
文
タ

イ
ピ
ス
ト
と
し
て
働
く
様
に
な

っ
た
。上
司
に
も
可
愛
が
ら
れ
、

仕
事
も
や
り
甲
斐
が
あ
り
楽
し

か
っ
た
ら
し
い
が
、
一
年
後
に

戦
争
が
始
ま
っ
た
。
Ｏ
Ｌ
の
服

は
た
ち
ま
ち
モ
ン
ペ
と
な
り
、

ま
た
沢
山
持
っ
て
い
た
着
物
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
根
こ
そ
ぎ
憲

兵
に
取
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
し

て
赤
紙
が
来
て
祖
母
の
3
人
の

兄
達
が
順
番
に
兵
隊
に
取
ら
れ

て
い
く
様
子
、
出
来
が
良
く
将

来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
優
秀
な

兄
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
曽
祖

母
が　
「
Ｘ
Ｘ
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
ー
っ
！
！
」
と
号
泣
し
て

泣
き
崩
れ
た
と
い
う
話
な
ど
は

何
度
聞
い
て
も
胸
が
痛
く
、
戦

中
の
一
般
的
な
国
民
と
は
、
ど

こ
も
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
な
、、
と
祖
母
の
話
か
ら

想
像
を
巡
ら
せ
て
い
た
。

　

祖
母
は
祖
父
と
結
婚
後
、
京

都
で
家
庭
を
持
ち
、
家
族
経
営

を
し
て
い
た
美
容
院
で
働
い
て

い
た
の
で
、私
は
幼
い
頃
よ
く
、

祖
母
に
美
容
院
の
シ
ャ
ン
プ
ー

台
で
髪
を
洗
っ
て
も
ら
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
旧
式
の
大
き
な

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
入
り
、
ガ

ー
ッ
と
髪
を
乾
か
す
の
も
楽
し

み
だ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
好
き

だ
っ
た
の
は
、
鏡
の
張
り
巡
ら

さ
れ
た
ヘ
ア
サ
ロ
ン
で
、
そ
の

場
に
い
る
お
客
さ
ん
達
の
前
で

歌
う
事
だ
っ
た
。

　

ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
皆

聴
い
て
く
れ
た
の
だ
と
も
思
う

が
、
終
わ
っ
た
後
み
ん
な
笑
顔

で
拍
手
を
し
て
喜
ん
で
く
れ
る

事
が
、
本
当
に
楽
し
く
嬉
し
か

っ
た
。
歌
手
に
な
り
た
い
と
言

う
思
い
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

も
あ
の
頃
に
芽
生
え
た
も
の
だ

っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
私
が

歌
手
と
し
て
舞
台
に
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
関
西
に
限

ら
ず
、
東
京
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
も
よ
く
来
て
く
れ
て
、
終
わ

っ
た
後
に
必
ず
「
麻
子
ち
ゃ
ん

キ
レ
イ
や
っ
た
よ
ー
」
と
、
歌

で
は
な
く
舞
台
姿
を
褒
め
て
く

れ
る
の
も
な
ん
だ
か
可
笑
し
い

や
ら
嬉
し
い
や
ら
だ
っ
た
。
私

が
芸
大
の
試
験
に
落
ち
て
傷
心

だ
っ
た
時
に
、
祖
母
の
家
を
訪

ね
、
朝
か
ら
晩
ま
で
歌
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、
ぼ
そ
っ
と
小
さ

な
声
で
、「
こ
ん
な
に
上
手
な

の
に
な
ん
で
落
ち
た
ん
や
ろ

か
・
・
・
」
と
言
っ
て
く
れ
た

言
葉
に
涙
し
た
事
も
あ
っ
た
。

　

祖
母
は
晩
年
に
な
っ
て
も
、

身
な
り
に
気
を
遣
う
人
だ
っ

た
。
90
歳
を
超
え
て
も
化
粧
セ

ッ
ト
を
常
に
手
元
に
置
き
、
い

つ
も
髪
や
爪
を
美
し
く
整
え
、

薄
く
紅
を
差
し
て
い
た
。
祖

母
の
為
に
、
百
歳
の
バ
ー
ス

デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た

時
に
は
、
皆
の
前
で
歳
を
言

っ
て
く
れ
る
な
、
も
っ
と
若

い
と
思
っ
て
る
人
も
い
る
か

ら
と
言
わ
れ
た
。
最
後
に
会

っ
た
の
は
、
つ
い
ニ
週
間
ほ

ど
前
の
こ
と
だ
。
関
西
で
の

仕
事
の
た
め
、
た
ま
た
ま
日

本
に
帰
国
し
て
い
た
私
は
本

当
に
幸
運
だ
っ
た
。
近
年
は

少
し
ず
つ
弱
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
そ
れ
で
も
頭
は
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
最
後
に
極
上

の
笑
顔
を
私
に
見
せ
て
く
れ

た
。
あ
の
笑
顔
は
ま
る
で
最

期
の
贈
り
物
の
よ
う
に
胸
に

残
っ
て
い
る
。

　

10
月
27
日
午
前
3
時
3
分
。

知
ら
せ
を
受
け
た
時
、
遠
く

離
れ
た
空
の
下
で
、
夜
の
闇

が
更
に
静
ま
り
返
る
の
を
感

じ
た
瞬
間
、
不
思
議
と
涙
で

は
な
く
深
い
感
謝
の
気
持
ち

が
込
み
上
げ
て
き
た
。
祖
母

が
生
き
た
１
０
２
年
の
歳
月

は
、
日
本
の
激
動
の
時
代
そ

の
も
の
だ
っ
た
。
戦
争
の
痛

み
を
知
り
、
平
和
の
尊
さ
を

味
わ
い
な
が
ら
、
い
つ
も
周

り
に
優
し
さ
を
分
け
与
え
続

け
た
彼
女
。
今
の
人
は
感
謝

が
足
り
な
い
と
よ
く
言
っ
て

い
た
。
そ
の
人
生
は
派
手
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の

穏
や
か
な
強
さ
と
愛
情
は
、

確
か
に
私
の
中
に
息
づ
い
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
舞
台
に
立
つ

た
び
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

向
こ
う
に
祖
母
の
「
麻
子
ち

ゃ
ん
、き
れ
い
だ
っ
た
よ
」と
、

言
う
声
を
聴
く
の
だ
ろ
う
。

あ
ー
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

　

田
村
麻
子
＝
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ
イ

ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル
主

役
を
歌
う
声
楽
家
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
。
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米
国
の
永
住
権
（
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
）
は
安
定
し
た
移
民
ス

テ
ー
タ
ス
と
み
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
の
政
策
変
更
や

取
締
り
傾
向
に
よ
り
、
合
法
的

永
住
者
で
あ
っ
て
も
渡
航
時
、

市
民
権
申
請
時
、
更
新
時
に
こ

れ
ま
で
以
上
の
審
査
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
保
持
者
が

特
に
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、

ま
ず
飲
酒
運
転
（
Ｄ
Ｕ
Ｉ
）
に

よ
る
有
罪
判
決
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
飲
酒
運
転
の
前
科
は
移
民

上
の
影
響
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
、
税
関
・
国
境
警
備

局
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
が
空
港
検
査
時

に
過
去
に
Ｄ
Ｕ
Ｉ
を
持
つ
永
住

者
を
拘
束
す
る
事
例
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
古
い
Ｄ
Ｕ
Ｉ
前
科

が
あ
る
場
合
で
も
入
国
審
査
で

二
次
検
査
に
回
さ
れ
た
り
再
入

国
を
一
時
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
繰
り
返
さ
れ
る
ス
ピ

ー
ド
違
反
や
交
通
違
反
も
注
意

が
必
要
で
す
。
１
回
限
り
の
交

通
違
反
は
通
常
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
複
数
回
に
わ
た
る
違
反

は
判
断
力
の
欠
如
や
品
行
不
良

の
証
拠
と
見
な
さ
れ
、
ま
た
、

未
払
い
の
違
反
切
符
は
市
民
権

申
請
に
悪
影
響
を
与
え
る
場
合

も
あ
る
た
め
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
へ

の
申
請
前
に
す
べ
て
解
決
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

３
つ
目
は
税
申
告
や
納
税
の

不
履
行
で
す
。
税
申
告
を
怠
っ

た
り
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
の
未
払
い
債
務

が
あ
る
場
合
、
法
的
義
務
を
果

た
し
て
い
な
い
と
見
な
さ
れ
、

市
民
権
申
請
が
遅
延
ま
た
は
却

下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
請
前
に
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
と
の
問
題

を
解
決
し
、
税
申
告
の
記
録
を

保
持
し
て
お
く
こ
と
が
推
奨
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
期
の
海
外
滞
在

も
リ
ス
ク
の
一
つ
で
す
。
米
国

外
で
１
年
以
上
滞
在
す
る
と
永

住
権
放
棄
と
見
な
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
６
か
月
を
超
え
る

滞
在
で
も
入
国
審
査
官
に
疑
問

視
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

長
期
滞
在
が
必
要
な
場
合
は

出
国
前
に
再
入
国
許
可
証（Re-
entry Permit

）
を
申
請
し
、

米
国
内
で
の
居
住
実
態
や
経
済

的
結
び
つ
き
を
維
持
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

最
後
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
や
政
治
的
発
言
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。
審
査
官
が
オ
ン

ラ
イ
ン
活
動
を
調
査
す
る
こ
と

が
あ
り
、
過
激
な
内
容
や
極
端

な
意
見
は
審
査
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
公
の
場
で

の
発
言
は
移
民
記
録
の
一
部
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
、
慎
重
な
行
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

弊
社
で
は
旅
行
時
や
市
民
権

申
請
時
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
過
去
の
法
的
問

題
や
税
金
問
題
、
長
期
海
外
滞

在
の
あ
る
永
住
者
に
は
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

２
０
２
５
年
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
保
持
者
の
５
つ
の
増
大
す
る
リ
ス
ク

　

８
月
に
ハ
ワ
イ
に
来
て
か
ら

も
う
2
か
月
に
な
り
ま
す
。
私

と
主
人
は
社
会
生
活
が
で
き
な

い
状
態
で
娘
の
と
こ
ろ
に
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
ロ

ー
カ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
新

聞
は
、
ハ
ワ
イ
語
で
書
か
れ
た

り
、
中
国
語
で
書
か
れ
た
り
、

韓
国
語
で
書
か
れ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
人
が
多
い
の
に

ど
う
し
て
日
本
語
の
新
聞
が
な

い
の
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
デ
ジ
タ
ル
版
を

1
週
間
読
ん
で
い
ま
す
。
地
元

紙
は
ま
だ
慣
れ
な
い
の
で
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
65
年
間
住
ん
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
私
の
第
２
の
故

郷
で
す
。
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
を
通

し
て
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
す
べ
て
独
自
取

材
で
苦
労
が
続
い
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
の
知
人
や
友

人
も
亡
く
な
り
寂
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
私
は
こ
の
新
聞
の
お

か
げ
で
前
向
き
な
気
持
ち
が
芽

生
え
て
き
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

新
聞
で
す
。
体
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も
こ
の

新
聞
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。（
木
村
光
子
、
元
Ｎ
Ｙ

日
本
人
学
校
教
師
、
元
Ｎ
Ｙ
公

立
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ル
イ
ス
高
校

日
本
語
教
師
、
ハ
ワ
イ
在
住
）
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今
年
、
日
本
は
今
ま
で
に
な

く
熊
の
被
害
が
あ
ち
こ
ち
で
あ

り
ま
す
。
今
年
の
10
月
15
日
に

環
境
省
が
出
し
た
デ
ー
タ
に
よ

る
と
熊
被
害
に
よ
る
死
亡
者
の

数
が
７
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
に
繋
い
で
い
た
犬
が

熊
被
害
に
遭
う
な
ど
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
葉
樹

が
減
っ
て
熊
の
食
べ
物
で
あ
る

ど
ん
ぐ
り
が
無
い
と
か
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
せ
い
で
山
が
荒
ら

さ
れ
て
食
べ
物
が
無
く
な
っ
た

と
か
、
民
家
に
入
っ
て
、
人
間

の
食
べ
物
の
味
を
知
っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
な
ど
と
い
ろ
ん
な
憶

測
が
ネ
ッ
ト
な
ど
に
上
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
れ
も
当

た
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　

た
だ
、
言
え
る
の
は
、
熊
も

生
き
る
の
に
必
死
だ
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
熊
被
害
の
原
因

は
お
そ
ら
く
人
間
が
作
っ
た
と

い
う
こ
と
。
人
を
襲
っ
た
熊
を

庇
う
気
は
な
い
け
れ
ど
、
母
熊

と
子
熊
が
駆
除
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
を
知
る
と
、
な
ん
か
切
な
く

な
り
ま
す
。

　

一
方
で
熊
の
出
没
が
半
端
な

く
、
農
作
業
中
の
人
が
襲
わ
れ

た
り
、
キ
ノ
コ
狩
り
の
人
が
襲

わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
有
名
観

光
地
で
あ
る
京
都
の
嵐
山
で
も

熊
と
み
ら
れ
る
動
物
が
出
没
し

た
ら
し
く
、ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、

ど
こ
に
熊
が
出
没
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
状
態
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

熊
だ
け
で
な
く
、
最
近
は
イ

ノ
シ
シ
な
ど
も
餌
を
求
め
て
人

里
に
来
る
ら
し
く
、
わ
た
し
の

友
人
は
、
高
野
山
の
町
中
の
駐

車
場
で
イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
て

腰
を
抜
か
し
そ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
。

　

動
物
も
生
き
る
の
に
必
死
で

す
。
で
も
、
人
の
命
も
当
た
り

前
で
す
が
大
切
。
だ
か
ら
こ

そ
、
新
し
い
総
理
の
高
市
早
苗

さ
ん
、
自
然
を
守
っ
て
、
野
生

の
動
物
と
の
共
存
も
真
剣
に
考

え
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
高
市

総
理
だ
け
の
責
任
で
な
く
、
地

方
議
員
や
知
事
、
市
長
、
町
長
、

村
長
も
真
剣
に
自
然
を
守
る
こ

と
を
考
え
て
欲
し
い
。
大
谷
由

里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈
良
県

生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」
を
取

り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題

に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー

（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」「
は

じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読

む
本（
中
経
出
版
）」な
ど
多
数
。

クマがあちら
こちらで

出没しています

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ

リ
ソ
ン
駅
前
の
日
系
グ
ロ
ー
サ

リ
ー
ス
ト
ア
「
お
い
し
ん
ぼ
」

で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
10
月
31
日
、

「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
」
で
来
店
し
た
子
ど
も
た
ち

に
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
と
お
菓
子

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
当
日

は
夕
方
か
ら
日
本
人
の
子
ど
も

や
現
地
の
子
ど
も
を
合
わ
せ
て

約
５
０
０
人
以
上
の
子
供
達
が

来
店
し
た
。
店
主
の
高
田
英
紀

さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の
、
か
わ

い
い
仮
装
で
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
し
た
」
と
話
し

て
い
た
。
高
田
さ
ん
に
よ
る
と

ハ
リ
ソ
ン
駅
周
辺
に
は
日
本
人

家
族
が
２
０
０
世
帯
ほ
ど
住
ん

で
い
る
そ
う
で
日
本
人
の
人
口

が
急
速
に
増
え
て
い
る
。

Trick or 
      Treat!
おいしんぼに500人

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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Polarization　両極化
　米国の現状を一言で言えばPolarization 、両極化した国です。 大統領の権限、報道の自由、連
邦と州の関係などに関するConservatives（保守派）と Liberals（進歩派）の対立は、米国憲法
が定める 三権分立、言論の自由、連邦制度の根幹に及びます。この状況にCivil War （内戦）や
National Divorce（国家分裂）という表現さえ飛び交っています。　　

　ニューヨーク・タイムズの最新の調査でも、回答者の多数が国が抱える最大の問題はPolarization と回答しました。
そして、 両極化が建設的な歩み寄りを阻むため重大な政治問題は解決できない、と考える人が過半数を大きく超える
64%に達したことが問題の深刻さを示しています。
 　保守派は進歩派をLefty Lunatic（左派の狂人）　などと呼ぶことがあります。逆に保守派は時にMAGA Maniac （MAGA 
狂い）などと呼ばれます。これらには、反対派に対する強烈な不信と不満が含まれています。　こんな言葉を使うのは
政治家だけではありません。日常の付き合いにおいても、Polarization は進んでいて、政治信条が異なる人々との会話
は家族の間でも成立しない、というぼやきを友人たちから聞くことが普通にあります。　
 　両極化を少しでも是正しようとする試み（Depolarization Initiatives) は存在します。Polarization を憂えるボランティ
ア団体が多様な考えの人々を一堂に集める政治集会や、大学などの教育機関が若い世代を対象に行う対話の試みです。
しかし大きな成果は期待できないようです。国と国民の融和のため、国政を預かる政治家が勇気ある行動・発言をする
ことができるのか・・・米国民そして世界が見ていることを知るべきでしょう。  （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【302】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本

62
周
年
を
祝
う

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

12
月
31
日
で
利
用
終
了
と
な
る

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
の「
さ
よ
な
ら
」

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
飲
食
店
と
提
携
し
、
限
定

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

　

賛
同
店
は
６
店
舗
で
、
イ
タ

リ
ア
ン
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の「
ア

リ
ド
ロ
」（
サ
リ
バ
ン
通
り
店

以
外
）
は
チ
キ
ン
カ
ツ
を
バ
ゲ

ッ
ト
で
挟
ん
だ
「
ラ
・
テ
ッ
セ

ラ
（
イ
タ
リ
ア
語
で
カ
ー
ド
の

意
味
）」
サ
ン
ド
（
16
ド
ル
）、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
「
カ
ー
ベ

ル
」
は
ス
プ
リ
ン
ク
ル
の
無
料

ト
ッ
ピ
ン
グ
や
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

柄
の
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
料
理
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ク
ラ
ス
ト
」
は
名
物
ジ
ャ
マ
イ

カ
風
パ
テ
ィ
購
入
で
コ
コ
ナ
ッ

ツ
・
ブ
レ
ッ
ド
無
料
、
タ
ピ
オ

カ
茶
専
門
の
「
ゴ
ン
チ
ャ
」
は

人
気
の
ミ
ル
ク
フ
ォ
ー
ム
・
グ

リ
ー
ン
テ
ィ
ー
に
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
ロ

ゴ
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ウ
ダ
ー

で
ト
ッ
ピ
ン
グ
、「
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ピ
ザ
」
は
チ
キ
ン
カ
ツ
な

ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
メ
ト

ロ
・
ピ
ザ
（
１
枚
40
ド
ル
、
１

切
７
ド
ル
）、老
舗
惣
菜
店
「
ゼ

イ
バ
ー
ズ
」
は
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

と
Ｍ
Ｔ
Ａ
マ
ス
コ
ッ
ト
の
カ
ー

ド
バ
ー
ク
の
ク
ッ
キ
ー
（
３
ド

ル
59
セ
ン
ト
）
を
販
売
し
て
い

る
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
そ
の
ほ
か
メ
ト
ロ

カ
ー
ド
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
地

下
鉄
駅
に
設
置
す
る
な
ど
、
年

末
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.m
ta.info/

article/metrocard-farewell

を
参
照
す
る
。

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
終
了

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
限
定
メ
ニ
ュ
ー

　
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
実
現

す
る
脱
炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
最

適
化
」
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

が
11
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

気
候
変
動
対
策
と
企
業
の
競

争
力
強
化
を
同
時
に
実
現
す
る

た
め
に
は
、
脱
炭
素
化
と
デ

ジ
タ
ル
化
の
融
合
が
不
可
欠

だ
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
ス

マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

分
野
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ

日本クラブとJCCI 
気候変動対策ウェビナー
11月20日に開催

Ｍ
Ｔ
Ａ
公
式
サ
イ
ト
か
ら

Akila

のMaud Demurge

氏

と
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
とIoT

ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
強
み
を
持

つUni-Data

の
ヤ
ス
ダ
・
リ

ュ
ウ
イ
チ
ロ
ウ
氏
が
、
最
新
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
、
日
本

市
場
の
課
題
、
そ
し
て
実
践

的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

介
す
る
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
主

に
英
語
で
行
わ
れ
る
が
、 

Ａ
Ｉ

翻
訳
に
よ
る
日
本
語
字
幕
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
参
加
費

無
料
だ
が
要
事
前
登
録
。
申

し
込
み
はhttps://us02web.

zoom.us/webinar/register/
W

N_pVQ8evgqQLK_
sAhFMdPrPg#/registration

か
ら
。

　

今
年
創
業
62
周
年
を
迎
え
た

Ｎ
Ｙ
の
老
舗
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
「
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
」
は
、

３
日
夜
、
創
業
62
周
年
特
別
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
に
お
け
る
純
和
食
店
の

先
駆
者
と
し
て
同
店
を
築
き
上

げ
た
創
業
者
の
倉
岡
伸
欣
夫
妻

の
功
績
を
称
え
、
同
店
に
45
年

間
勤
め
た
元
総
支
配
人
で
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
も
知
ら

れ
る
馬
越
恭
弘
さ
ん
（
73
）
が

来
米
し
、
同
店
の
歩
み
と
自
身

の
体
験
談
に
つ
い
て
来
場
者
に

話
し
た
。
通
算
で
39
回
目
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
た
馬
越
さ
ん
は
、
同
氏
の
新

著
『
虎
フ
グ
と
マ
ラ
ソ
ン
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
喰
い
物
語
』
も
紹

介
し
た
。
当
日
は
１
０
０
人
近

い
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
同
店

の
フ
ァ
ン
の
一
人
、
サ
ク
ラ

商
事
社
長
の
満
仲
恒
子
さ
ん

は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ち
ゃ
ん

と
し
た
日
本
食
を
食
べ
ら
れ
る

店
は
も
う
こ
こ
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
わ
よ
」
と
話
し
、
日

系
団
体
の
幹
部
を
務
め
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
の
竹
田
勝
男
さ
ん
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
食
の

歴
史
を
作
っ
た
店
」
と
話
す
。

店
内
改
装
を
手
が
け
た
高
崎
康

裕
さ
ん
は
「
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本

は
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
す
ね
」
と
話
す
。
歴
代
の
日

本
の
現
役
首
相
が
来
米
時
に
は

必
ず
来
店
す
る
こ
と
で
も
有

名
。
１
９
７
１
年
か
ら
店
に
通

っ
て
い
る
と
い
う
医
師
の
ミ
ン

デ
ル
さ
ん
は
「
今
も
同
じ
味
を

楽
し
ん
で
い
て
ハ
ッ
ピ
ー
だ
」

と
大
勢
の
家
族
づ
れ
で
来
店
し

た
。

　

倉
岡
さ
ん
の
口
癖
は
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
を
長
く
や
っ
て
い
こ
う
と

す
る
な
ら
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ

テ
ィ
ー
（
本
物
志
向
）、
フ
ァ

イ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
ー（
品
質
）、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
が

大
切
だ
」
だ
っ
た
。
１
９
６
３

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
紙
の
料
理
評
論
家
、
ク
レ
イ

グ
・
ク
レ
ボ
ー
ン
氏
が
く
れ
た

ア
ド
バ
イ
ス
だ
と
い
う
。　
　

　

会
場
で
は
１
９
７
７
年
に
ウ

ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝

し
た
イ
ギ
リ
ス
・
テ

ニ
ス
界
の
象
徴
と
し

て
敬
愛
さ
れ
る
バ
ー

ジ
ニ
ア
・
ウ
エ
イ
ド

さ
ん
が
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
、
創
業
者
の

倉
岡
さ
ん
夫
妻
が
お

に
ぎ
り
弁
当
を
届
け

て
選
手
た
ち
を
激
励

し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
秋
吉
敏
子
さ
ん
ル

ー
・
タ
バ
キ
ン
さ
ん
夫
妻
も
祝

辞
を
述
べ
た
。
当
日
来
店
し
た

客
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ

シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク
地
区
に
あ
る

ク
ラ
フ
ト
酒
蔵
「Kato Sake 

W
orks

」の
日
本
酒
を
は
じ
め
、

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の
料
理
と
飲

み
物
を
堪
能
し
て
歓
談
し
た
。

元総支配人の
馬越さん来米
39 回目の NYマラソン出場

現
オ
ー
ナ
ー
の
古
屋
昭
代
さ
ん
（
右
）
と
馬
越
さ
ん
。

「
62
年
の
氷
の
彫
刻
」（
岡
本
慎
太
郎
・
作
）
の
前
で

倉
岡
さ
ん
の
ビ
デ
オ
の
前
で
挨
拶
す
る
テ
ニ
ス
選
手
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
エ
イ
ド
さ
ん

（
写
真
上
）
と
思
い
出
を
語
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
秋
吉
敏
子
さ
ん
（
同
下
）

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
https://www.mta.info/article/metrocard-farewell
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_pVQ8evgqQLK_sAhFMdPrPg#/registration
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
は
、
映
画
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
「Foreign 

Exchange 2025: 

ア
ニ
メ
の

先
駆
者
た
ち
と
の
異
文
化
対

話
」
を
17
日
か
ら
22
日
ま
で
開

催
す
る
。
受
賞
歴
の
あ
る
ク
リ

エ
イ
タ
ー
兼
監
督
、
リ
ー
シ
ャ

ン
・
ト
ー
マ
ス
（『
ヤ
ス
ケ
』『
キ

ャ
ノ
ン
バ
ス
タ
ー
ズ
』）
が
企

画
・
監
修
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

20
日
〜
22
日
に
は
、
日
本
の

ア
ニ
メ
作
品
『
カ
ウ
ボ
ー
イ
ビ

バ
ッ
プ
』
や
『Lazarus 

ラ
ザ

ロ
』
の
監
督
と
し
て
知
ら
れ
る

渡
辺
信
一
郎
氏
が
登
場
。
日
米

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
業
界
で
働

く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
に
つ

い
て
語
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
ア
ニ
メ
制
作
と
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
3

回
の
講
演
、
さ
ら
に
『
ラ
ザ
ル

ス
』
と
『
カ
ウ
ボ
ー
イ
ビ
バ
ッ

プ THE MOVIE

』
を
含
む
4

作
品
の
上
映
会
が
行
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｓ
で
は
期
間
限
定

の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
展
を
開
催

し
、
渡
辺
が
自
ら
選
ん
だ
ア
ダ

ル
ト
・
ス
ウ
ィ
ム
の
『
ラ
ザ
ラ

ス
』制
作
ア
ー
ト
を
展
示
す
る
。

　

入
場
料
は
、
映
画
上
映
＆

公
開
ト
ー
ク
が 

一
般
20
ド
ル
、

学
生
・
シ
ニ
ア
18
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ

会
員
16
ド
ル
。
詳
細
・
チ
ケ
ッ

ト
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/film/
foreign-exchange-2025/

を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

日
本
の
ア
ニ
メ
作
品
上
映

　

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
ヒ

ー
ロ
ー
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
シ

リ
ー
ズ
を
制
作
す
る
円
谷
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
（
本
社
東
京
都
）

は
、
シ
リ
ー
ズ
の
放
送
開
始
60

周
年
を
記
念
し
、
全
米
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
展
開
し
て

い
る
。
そ
の
一
環
で
今
月
は
Ｎ

Ｙ
市
内
や
Ｎ
Ｊ
州
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

　

ま
ず
は
、
15
日
（
土
）、
16

（
日
）、22
日
（
土
）、23
日
（
日
）

の
４
日
間
、
Ｎ
Ｊ
州
イ
ー
ス
ト

ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
超
巨
大

複
合
型
商
業
施
設
「
ア
メ
リ
カ

ン
ド
リ
ー
ム
」
に
あ
る
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
の
コ
ー
ト
Ａ

で
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ラ
イ

ブ
／
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
バ
イ
・
バ

ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
当
日
会

場
で
は
、
ミ
ー
ト
＆
グ
リ
ー
ト

と
し
て
、初
代
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
、
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
ゼ
ロ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
オ
メ
ガ
ら
歴
代
の
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
と
、
バ
ル
タ
ン
星
人
、
メ

ト
ロ
ン
星
人
、
レ
ッ
ド
キ
ン

グ
、
ゴ
モ
ラ
、
ダ
ダ
な
ど
人
気

怪
獣
＆
宇
宙
人
が
30
分
ご
と
に

現
れ
て
記
念
撮
影
が
楽
し
め
る

ほ
か
、
１
日
３
回
、
ウ
ル
ト
ラ

ヒ
ー
ロ
ー
が
活
躍
す
る
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

会
場
で
は
、
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ

社
に
よ
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
関
連

の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
グ
ッ
ズ
の
販

売
、
ウ
ル
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
の
歴

史
や
怪
獣
、
現
在
世
界
で
放
送

中
の「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
メ
ガ
」

の
展
示
、
そ
し
て
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

り
実
際
に
大
会
も
行
わ
れ
る
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
る
。
同
イ

ベ
ン
ト
は
参
加
費
無
料
。
事
前

予
約
な
し
で
参
加
で
き
る
。

　

２
つ
め
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
で
、

18
日
（
火
）
の
午
後
６
時
か
ら
、

１
９
６
６
年
に
放
送
さ
れ
た

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
と
最
新
シ

リ
ー
ズ
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
メ

ガ
」
の
英
語
吹
替
版
の
特
別
上

映
会
を
実
施
す
る
。
ま
た
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
と
の
記
念
撮
影
会
や

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
る
予

定
。同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
へ

連
絡
し
事
前
予
約
が
必
要
。

　

３
つ
め
は
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
に
あ
る
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ

直
営
の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
に
特
化

し
た
商
品
専
門
店
「
魂
ネ
イ
シ

ョ
ン
ズ
ス
ト
ア
」（
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
１
５
０
０
番
地
）
で
21

日
（
金
）
の
正
午
か
ら
行
わ
れ

る
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
と

の
ミ
ー
ト
＆
グ
リ
ー
ト
。
こ
ち

ら
は
事
前
予
約
不
要
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の「
九
湯
ラ
ー
メ
ン（Kyu 

Ramen

）」（
バ
ワ
リ
ー
１
３
２

番
地
）
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
。
11

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
同
店
で
は
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
（
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

付
き
）
を
提
供
す
る
ほ
か
、
21

日
（
金
）
の
午
後
５
時
に
は
、

同
店
で
食
事
す
る
客
へ
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
初
代
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
が
や
っ
て
く
る
予

定
。

　

こ
れ
ま
で
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
は
、
日
本
で
圧
倒
的
な
知

名
度
を
誇
る
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ

ー
の
人
気
を
全
米
で
も
定
着
さ

せ
る
た
め
、
２
０
２
２
年
か
ら

Ｎ
Ｙ
や
Ｌ
Ａ
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

や
シ
カ
ゴ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
に
出
展
し
た
り
、

映
画
「
シ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
」
の
北
米
１
０
０
０
か
所
以

上
で
の
上
映
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
映

画
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ラ
イ
ジ

ン
グ
」
の
世
界
同
時
配
信
な
ど

様
々
な
展
開
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
今
回
、
同
社
単
独
と
し
て

初
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と

な
る
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
展
開

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
北
米

市
場
の
責
任
者
と
な
る
円
谷
フ

ィ
ー
ル
ズ
メ
デ
ィ
ア
＆
ピ
ク
チ

ャ
ー
ズ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

社
の
デ
ビ
ッ
ド
・
コ
ー
ン
ブ
ラ

ム
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
は
そ
の
誕
生
か
ら
60

年
に
わ
た
り
、
世
界
中
の
人
々

に
勇
気
と
絆
を
信
じ
る
力
を
与

え
続
け
て
き
ま
し
た
。
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ン
ダ
ム
を

融
合
さ
せ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の

永
続
的
な
世
界
的
な
影
響
力
を

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
の

60
周
年
を
お
祝
い
で
き
る
こ
と

を
光
栄
に
思
い
ま
す
」
と
の
談

話
を
残
し
て
い
る
。
11
月
の
Ｎ

Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

が
あ
ち
こ
ち
飛
び
回
っ
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
を
魅
了
す
る
、
熱

い
1
か
月
に
な
り
そ
う
だ
。

©TSUBURAYA PRODUCTIONS

TM & © 2025 Bandai Namco ©TSUBURAYA PRODUCTIONS

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ラ
イ
ブ

Ｎ
Ｙ
と
Ｎ
Ｊ
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
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狂
犬
病
コ
ヨ
ー
テ
か
ら
命
を
守
っ
て
！

自
治
体
続
々
と
住
民
に
注
意
喚
起

　

本
紙
10
月
11
日
号
で
も
報
じ

た
が
、
９
月
25
日
と
26
日
に
連

続
し
て
愛
犬
を
散
歩
中
の
歩
行

者
が
コ
ヨ
ー
テ
に
襲
撃
さ
れ
る

事
件
が
起
き
た
バ
ー
ゲ
ン
郡
サ

ド
ル
リ
バ
ー
。
襲
撃
犯
と
特
定

さ
れ
た
２
頭
（
１
頭
は
捕
獲
後

殺
処
分
、
も
う
１
頭
は
死
体
で

発
見
）
が
ど
ち
ら
も
狂
犬
病
を

発
症
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

住
民
に
衝
撃
を
与
え
て
い
た

が
、
10
月
20
日
と
21
日
に
も
ま

た
新
た
に
サ
ド
ル
リ
バ
ー
と
東

隣
町
の
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
レ
イ

ク
で
、
人
が
コ
ヨ
ー
テ
に
襲
わ

リ
バ
ー
か
ら
遠
く
な
い
町
の
自

治
体
や
警
察
が
、
続
発
す
る
コ

ヨ
ー
テ
の
襲
撃
事
件
を
受
け
、

住
民
へ
の
注
意
喚
起
を
促
す
声

明
を
相
次
い
で
発
表
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
声
明
は
ほ
ぼ
同

じ
内
容
で
、
次
の
通
り
。

・
子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
が
屋
外（
特

に
夜
間
や
林
の
近
く
な
ど
）
に

出
る
際
は
必
ず
注
意
し
て
側
で

見
守
る
。

・
屋
外
の
生
ゴ
ミ
や
屋
内
の
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
は
し
っ
か
り
封
を

し
て
匂
い
が
漏
れ
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
。

・
庭
に
落
ち
た
果
実
は
す
ぐ
回

収
し
地
面
も
清
掃
し
て
匂
い
を

残
さ
な
い
。

・
ペ
ッ
ト
の
散
歩
は
必
ず
短
い

リ
ー
ド
を
つ
け
る
。

・
も
し
コ
ヨ
ー
テ
を
見
か
け
た

ら
即
座
に
警
察
に
通
報
し
決
し

て
近
づ
い
た
り
餌
を
与
え
た
り

し
な
い
。
大
声
を
出
し
た
り
腕

を
大
き
く
振
り
回
し
た
り
物
を

投
げ
る
な
ど
コ
ヨ
ー
テ
が
怯
え

て
逃
げ
る
手
段
を
と
る
。

・
万
が
一
コ
ヨ
ー
テ
に
噛
ま
れ

た
り
引
っ
掻
か
れ
た
り
し
た
場

合
は
一
刻
も
早
く
病
院
に
行
き

然
る
べ
き
処
置
を
受
け
る
こ

と
。

　

コ
ヨ
ー
テ
は
通
常
は
自
分
よ

り
小
さ
な
動
物
を
捕
食
す
る
の

で
、
人
や
大
型
犬
を
襲
う
ほ
ど

凶
暴
化
す
る
の
は
狂
犬
病
感
染

が
疑
わ
れ
る
。
狂
犬
病
は
発
病

し
て
し
ま
う
と
致
死
率
１
０
０

％
の
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
な
の

で
、
軽
く
考
え
ず
、
家
族
や
ペ

ッ
ト
の
命
を
守
る
行
動
を
と
っ

て
ほ
し
い
。

　

仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
が

「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」

の
声
と
共
に
街
中
に
溢
れ
る
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
。
ア
メ
リ
カ
で
は
こ

の
時
期
に
ホ
ラ
ー
映
画
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
人
気
に
な
り
恐

怖
体
験
を
楽
し
む
人
が
多
い
。

　

そ
ん
な
中
、「
様
々
な
日
本

文
化
を
楽
し
く
ア
メ
リ
カ
人
に

紹
介
す
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
活
動
し
て
い
る
、
Ｎ
Ｊ
州

立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
公
式
部

活
動
の
一
つ
「
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
日
本
学
生
協
会
（
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ

Ａ
）」
は
、
10
月
31
日
（
金
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
当
日
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
１
日
限
り
の
日
本
の
お

化
け
屋
敷
を
再
現
し
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
役
員
の
学
生
た

ち
は
2
ヶ
月
以
上
前
か
ら
準
備

を
始
め
、
製
作
資
金
調
達
の
た

め
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
会

を
行
う
な
ど
の
努
力
も
し
て
当

日
を
迎
え
た
。
会
場
も
全
て
手

作
り
の
た
め
メ
ン
バ
ー
総
出
で

設
営
作
業
。
同
大
学
の
コ
ス
プ

レ
ク
ラ
ブ
に
も
声
を
か
け
て
当

日
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
、

お
化
け
役
の
学
生
た
ち
も
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
に
ス
タ
ン
バ

イ
、
開
場
時
間
を
迎
え
た
。

　

今
回
、
学
外
か
ら
の
一
般
参

加
も
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

「
お
化
け
屋
敷
」
だ
ぞ
ぉ
〜

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
日
本
学
生
協
会
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
演
出

独
立
戦
争
の
激
戦
地
で
歴
史
を
学
ぶ

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
歴
史
協
会
が
再
現
22
日
に

　

ア
メ
リ
カ
が
独
立
戦
争
中
の

１
７
７
６
年
11
月
中
旬
、
の
ち

に
米
国
初
代
大
統
領
に
な
る
ジ

ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
将
軍
が

率
い
る
部
隊
が
、
ハ
ド
ソ
ン
川

を
挟
み
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
側
に
陣

取
る
英
国
軍
と
激
戦
を
交
わ
し

た
場
所
が
、
現
在
の
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
。
一
時
劣
勢
に
陥
っ
た
ワ

シ
ン
ト
ン
軍
が
こ
こ
か
ら
ハ
ッ

ケ
ン
サ
ッ
ク
の
陣
地
ま
で
撤
退

し
、
そ
こ
で
英
気
を
養
っ
た
あ

と
反
攻
に
転
じ
て
そ
れ
が
独
立

戦
争
の
勝
利
に
繋
が
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
歴
史
協
会
は

毎
年
、
同
時
期
に
当
時
を
再
現

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
は
22
日
（
土
）
10
時

過
ぎ
か
ら
開
始
。
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
史
跡
公
園
に
当
時
の
軍
隊
の

衣
装
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー
や
当

時
の
女
性
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー

が
続
々
と
集
結
。
音
楽
隊
の
演

奏
や
兵
器
の
整
備
な
ど
を
再
現

す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
あ
と
、
11
時
45
分
ご

ろ
に
ワ
シ
ン
ト
ン
将
軍
役
の
号

令
で
軍
隊
が
一
列
に
な
り
、
同

町
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
公
園
ま
で

行
進
す
る
。
そ
こ
で
数
十
人
の

軍
人
が
整
列
し
式
典
が
行
わ
れ

る
。
一
団
は
午
後
に
史
跡
公
園

に
戻
り
、
当
時
の
音
楽
、
衣
装

や
兵
器
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。
来
年

２
５
０
年
を
迎
え
る
ア
メ
リ
カ

建
国
の
歴
史
に
触
れ
る
良
い
機

会
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
詳
細

は
、njpalisades.org

れ
る
事
件
が
２
件
発
生
し
た
。

そ
の
後
、
西
隣
町
の
ホ
ー
ホ
ー

カ
ス
で
も
ペ
ッ
ト
犬
が
コ
ヨ
ー

テ
に
襲
わ
れ
死
亡
し
た
。
20
日

と
21
日
の
事
件
の
襲
撃
犯
と
見

な
さ
れ
た
２
頭
も
捕
獲
殺
処
分

後
の
検
査
で
狂
犬
病
発
症
が
確

認
さ
れ
た
。
他
に
も
ま
だ
付
近

に
狂
犬
病
に
感
染
し
て
い
る
野

生
動
物
が
い
る
と
推
測
さ
れ
、

近
隣
住
民
は
不
安
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
北

部
の
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
や
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
、
そ
の
ほ
か
、
サ
ド
ル

た
め
、
他
大
学
の
日
本
学
生
協

会
メ
ン
バ
ー
が
観
に
来
て
く
れ

た
り
と
、
２
０
０
人
近
く
の
客

が
会
場
前
に
列
を
作
り
大
賑
わ

い
。
一
つ
目
小
僧
、
ろ
く
ろ
っ

首
、
天
狗
、
貞
子
、
口
裂
け
女
、

赤
マ
ン
ト
、
も
も
、
な
ど
日
本

の
新
旧
お
化
け
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
が
来
場
客
を
驚
か
せ
た
。
撤

収
締
切
時
間
の
関
係
で
、
入
場

で
き
な
か
っ
た
客
が
最
後
に
10

数
人
出
る
な
ど
反
省
点
も
あ
っ

た
が
、
大
盛
況
の
一
日
と
な
っ

た
。
今
後
も
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
は

色
々
な
観
点
か
ら
日
本
文
化
を

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運

営
し
て
い
く
予
定
。

　

大
小
様
々
な
30
体
以
上
の
動

く
実
物
大
の
恐
竜
が
い
る
こ
と

で
子
ど
も
た
ち
に
人
気
だ
っ
た

恐
竜
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
フ
ィ

ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ダ
イ

ナ
ソ
ー
」（
バ
ー
ゲ
ン
郡
レ
オ

ニ
ア
、
オ
ー
バ
ー
ペ
ッ
ク
郡
立

公
園
北
端
エ
リ
ア
）
が
、
惜
し

ま
れ
つ
つ
９
日
（
日
）
を
も
っ

て
そ
の
幕
を
閉
じ
る
。

　

最
終
週
の
営
業
は
、
６
日

（
木
）
か
ら
９
日
（
日
）
の
毎

日
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
閉
園
時
間
の
30
分
前
に
は

入
場
券
の
販
売
を
終
了
す
る
。

入
場
料
は
18
ド
ル
75
セ
ン
ト

〜
。
園
内
各
地
に
い
る
精
巧
に

作
ら
れ
た
動
く
実
物
大
の
恐
竜

た
ち
を
観
て
ま
わ
る
ほ
か
、
化

石
発
掘
や
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
迷
路
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
恐
竜
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
色
々
体
験
で
き

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ
家

族
で
楽
し
も
う
。

https://jerseydinos.com

恐
竜
パ
ー
ク
惜
し
ま
れ
て
９
日
に
閉
園

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
https://jerseydinos.com
https://jerseydinos.com
https://jerseydinos.com
njpalisades.org
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ソ
ー
ホ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
レ
イ（
麗
）レ
ス
ト
ラ
ン
」（
サ

リ
バ
ン
通
り
１
４
２
番
地
）。

東
京
で
飲
食
店
を
展
開
し
て
き

た
ラ
イ
ア
ン
・
ノ
ー
レ
ン
バ
ー

グ
さ
ん
が
広
島
出
身
の
大
本
新

太
さ
ん
と
静
岡
出
身
の
篠
ケ
谷

剛
弘
さ
ん
と
組
ん
だ
、
く
つ
ろ

げ
る
和
食
屋
だ
。

　

店
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座

っ
て
ほ
し
い
。
２
つ
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ
大
本
さ
ん

が
温
か
い
品
を
、
篠
ケ
谷
さ
ん

が
冷
た
い
品
を
、
一
品
一
品
丁

寧
に
調
理
し
て
こ
だ
わ
り
の
食

器
に
美
し
く
盛
り
付
け
て
く
れ

る
。
仕
事
ぶ
り
を
間
近
で
見
た

り
、
二
人
と
会
話
を
交
わ
せ
る

の
も
楽
し
い
。
二
つ
の
カ
ウ
ン

タ
ー
を
行
き
来
す
る
日
本
語
堪

能
な
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
の
誠
実
な

接
客
も
心
地
い
い
。

　

ソ
フ
ト
オ
ー
プ
ン
の
現

在
は
デ
ィ
ナ
ー
の
み
、「
懐

石
コ
ー
ス
」（
１
２
０
ド

ル
）
と
「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
コ
ー

ス
」（
１
０
０
ド
ル
）、
卵
焼

き
や
牛
タ
ン
煮
な
ど
ア
ラ
カ

ル
ト
も
品
数
豊
富
で
、
税
・

チ
ッ
プ
込
で
提
供
し
て
い

る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

reirestaurants.com

、
電
話

６
４
６
・
３
５
７
・
２
５
６
３
。    

       （
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

Rei 麗レストラン
142 Sullivan Street,

 New York
(Bet. W.Houston & 

Prince Sts)
営業時間　17:30-23:30

定休日なし

く
つ
ろ
げ
る
和
食
屋

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に
日

本
茶
の
ネ
ッ
ト
販
売
を
し
て
い

たSorate

は
、
ソ
ー
ホ
ー
店

に
続
き
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
地

区
（
東
18
丁
目
30
番
地
）
に
実

店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
創
業

者
の
シ
ル
ビ
ア
・
メ
ッ
ラ
さ
ん

は
、
生
活
の
疲
れ
を
感
じ
る
な

か
一
人
旅
で
訪
れ
た
京
都
で
味

わ
っ
た
日
常
の
お
茶
で
「
安
定

＝
静
寂
」
を
実
感
し
た
こ
と
が

日
本
茶
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

２
０
２
０
年
に
抹
茶
の
オ
ン
ラ

イ
ン
・
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

を
開
始
し
、
23
年
に
は
モ
エ
・

ヘ
ネ
シ
ー
社
で
15
年
務
め
た
ニ

コ
ラ
・
ザ
ネ
ッ
タ
さ
ん
が
加
わ

り
初
の
実
店
舗
（
サ
リ
バ
ン
通

り
１
０
３
番
地
）を
開
店
し
た
。

料
金
は
茶
の
湯
が
１
２
０
ド

ル
、
日
本
茶
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

が
和
菓
子
付
き
で
60
ド
ル
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
表
千
家
の
茶

道
を
教
授
す
る
北
澤
恵
子
さ
ん

が
お
茶
を
振
舞
う
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://sorate.

co

を
参
照
す
る
。

Sorate/Riccardo Piazza Photography

さ
ら
な
る
抹
茶
ブ
ー
ム

お
点
前
学
べ
る
茶
店

 千葉真知子の
 ART COOKING

作
り
方

1　

た
こ
は
５
ミ
リ
厚
さ
に
切

る
。

2　

大
蒜
は
ス
ラ
イ
ス
し
、
玉

ね
ぎ
、
赤
パ
プ
リ
カ
は
１
セ
ン

チ
角
、
ト
マ
ト
は
皮
つ
き
の
ま

ま
２
セ
ン
チ
角
に
切
る
。
オ
リ

材料
たこの足 .........................１本
大蒜 ................................２片
赤パプリカ ................... 1/2個
紫玉ねぎ .....................小 1個
トマト ............................. 1個　
（赤く熟したもの）
オリーブの実 .................. 3個
オリーブオイル　　　大２
塩、胡椒　　　　　各少々

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
ス
タ
イ
ル
た
こ
の
ソ
テ
ー

ー
ブ
の
実
は
み
じ
ん
切
り
に
す

る
。

3　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
熱
し
、
ニ
ン

ニ
ク
を
加
え
て
香
り
が
出
る
ま

で
炒
め
、
赤
パ
プ
リ
カ
、
玉
ね

ぎ
を
入
れ
て
炒
め
、①
の
た
こ
、

オ
リ
ー
ブ
の
実
、
ト
マ
ト
を
加

え
て
炒
め
塩
、
胡
椒
を
ふ
り
２

か
ら
３
分
煮
る
。

https://www.instagram.com/hi_collar/
https://hinomaru-limo.com/
tel:2122136069
tel:9147771543
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.reirestaurants.com
https://sorate.com
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フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
ビ
ル
界
隈
を
ふ
ら
っ
と

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 164

OCTOBER

  ◇氏名：サブリーナ・サンズ（34
歳）
◇職業：ファッションとライフ・
スタイルのコンサルタント
◇居住地：マンハッタン
◇着用の服：コートはエスカー
ダ、ドレスはミッソーニ、靴は
ミュウミュウ

◇よく利用する店：ブルーミン
グデールズ
◇好きなブランド：プッチ
◇着こなしで気をつけているこ
と：納得のいくものを着る。量
より質を重視する
◇撮影場所：ブロードウエーと
23 丁目

　フラットアイアンビルは 20世紀初めに　五番街、ブロードウェー、22丁目
の三角地帯に囲まれた建てられた高さ 87メートル、22階建てのビルで、上か
ら見るとアイロンに似た形をしていることから「Flat Iron」と呼ばれるように
なった。アメリカの建築家ダニエル・H・バーナム氏が設計した、このボザー
ル建築様式の作品のもうひとつの見どころは、古代ギリシャの渦巻き模様など
の装飾が施された石灰岩の外壁と言われる。その向かいには犬の運動用スペー
スを含めた広さ２５，０００平方メートルのマディソン・スクエア・公園が住
民の生活を匂わせ、北隣の 26丁目には国立数学博物館（MoMath）に出入り
する生徒の団体がせわしない。さらにその隣は「18歳未満入場禁止」の５階
建てのビル、「セックス博物館」が午後１時から開館している。生活の匂いが
する５番街の一角だ。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

　

会
場
は
、
小
さ
な
怪
獣
や
カ

ボ
チ
ャ
に
扮
し
た
生
後
２
か
月

か
ら
３
歳
く
ら
い
の
幼
児
と
お

母
さ
ん
た
ち
で
ご
っ
た
返
し
て

い
た
。
10
月
24
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
で
開
催
さ
れ
た
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
幼
児
向
け
イ
ベ
ン

ト
で
の
こ
と
。主
催
し
た
の
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
す
く
す
く
会
。

同
会
は
、
２
０
０
４
年
に
小
児

科
医
で
現
米
国
日
本
人
医
師
会

会
長
の
加
納
麻
紀
さ
ん
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
、
産
婦
人
科
医
、

小
児
科
医
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー

ビ
ス
関
係
の
看
護
士
、助
産
婦
、 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
先
輩

お
母
さ
ん
が
、
Ｎ
Ｙ
近
辺
で
妊

娠
・
出
産
、
育
児
中
の
日
本
人

家
族
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

　
「
み
な
さ
ー
ん
、
今
日
は
お

集
ま
り
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
ま
ー
す
」
と
第
一
声
で

元
気
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
の

が
、
同
会
の
運
営
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
す
る
林
里
奈
さ
ん

だ
。「
年
間
を
通
し
て
1
〜
2

か
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
年

４
回
の
季
節
ご
と
の
お
茶
会
イ

ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
医
療
関
係

者
や
講
師
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心

肺
蘇
生
法
）
講
座
を
年
2
回
、

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
も
年
に
数
回

行
っ
て
い
ま
す
。
対
面
イ
ベ
ン

ト
の
『
お
茶
会
』
で
は
、
参
加

者
同
士
が
気
軽
に
語
り
合
え
る

温
か
な
交
流
の
場
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

林
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

住
み
始
め
て
４
年
目
。
総
合
商

社
勤
務
の
夫
の
転
勤
で
こ
れ
ま

で
イ
ギ
リ
ス
や
ブ
ラ
ジ
ル
に
駐

在
経
験
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で

資
格
を
取
得
し
た
ベ
ビ
ー
＆
キ

ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
日
本
で
児
童

館
や
公
民
館
で
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
教
え
て
い
た
。
イ
ー
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
はMamas’ 

Space NY

（
マ
マ
ズ
・
ス
ペ

ー
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
を
主

宰
し
、
地
域
の
マ
マ
さ
ん
た
ち

が
安
心
し
て
集
い
、
学
び
、
楽

し
め
る
空
間
と
し
て
、
同
じ
地

域
の
マ
マ
を
講
師
と
し
て
招
い

て
の
学
び
の
講
座
や
、
み
ん
な

で
作
る
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
毎
月
地
元
の
シ
ニ
ア

ハ
ウ
ス
で
折
り
紙
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
力
を

持
つ
マ
マ
た
ち
が
、
自
分
の
技

術
や
経
験
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
場
の
提
供
に
な
り
、
ま
た

地
域
の
マ
マ
さ
ん
同
士
の
交
流

に
も
つ
な
が
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。
林
さ
ん
自
身

も
３
人
の
男
の
子
を
育
て
る
現

役
の
マ
マ
さ
ん
だ
。

　

日
本
で
は
一
般
社
団
法
人
エ

ン
デ
マ
ー
ル
（En de Maru/

み
ん
な
ご
縁
で
ま
る
く
な
る
）

と
い
う
交
流
グ
ル
ー
プ
の
代
表

を
務
め
て
い
る
ほ
か
音
楽
家
の

サ
ポ
ー
ト
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

地
域
で
活
躍
す
る
人
の
紹
介
と

人
と
関
わ
る
こ
と
、
お
世
話
す

る
こ
と
が
大
好
き
で
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
経
験
を
活
か
し
て
少

し
で
も
海
外
在
住
の
日
本
人
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
こ
と
が
自

身
最
大
の
目
標
だ
。
日
本
の
金

融
機
関
、
外
資
系
企
業
社
長
秘

書
、
在
日
ブ
ル
ネ
イ
大
使
館
職

員
な
ど
を
経
て
、
夫
と
共
に
滞

在
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
現
地

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
運
営
に

携
わ
り
、
留
学
生
サ
ポ
ー
ト
だ

け
で
な
く
、
専
門
学
校
に
行
き

英
国
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
資
格
を
取
得
す
る
な

ど
、
な
ん
で
も
こ
な
す
ス
ー
パ

ー
ウ
ー
マ
ン
だ
。

　
「
優
し
い
気
持
ち
を
も
っ
て

地
域
に
関
わ
る
人
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
く
と
嬉
し
い
。
出
来

る
人
が
出
来
る
だ
け
の
精
神
で

自
分
の
近
く
に
い
る
人
を
幸
せ

に
す
る
、
そ
ん
な
未
来
を
信
じ

て
こ
れ
か
ら
も
『
地
域
盛
り
上

げ
隊
』
の
一
人
と
し
て
世
界
の

ど
こ
に
い
て
も
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
語
っ
た
。　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

Mamas' Space NY 主宰

林 里奈さん

世
界
の
ど
こ
で
も
「
地
域
盛
り
上
げ
隊
」
の
一
員
に

https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
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東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

10
月
に
２
回
、「
秋
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
」を
開
催
し
た
。

日
本
に
縁
の
あ
る
６
家
族
が
参

加
し
、
紅
葉
の
美
し
い
キ
ャ
ッ

ツ
キ
ル
の
大
自
然
の
中
で
、
家

族
の
絆
を
深
め
る
豊
か
な
時
間

を
過
ご
し
た
。
紅
葉
の
中
の
ハ

イ
キ
ン
グ
や
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ

ー
ジ
ュ
ー
ス
作
り
な
ど
、
秋
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫
し
た

参
加
者
は
「
星
空
が
き
れ
い
だ

っ
た
」「
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
が

美
味
し
か
っ
た
」「
こ
ん
な
に

楽
し
め
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
寄
せ
た
。

　

ま
た
10
月
26
日
に
は
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
、
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
近

郊
の
公
園
で
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
。
当
日
は
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
家
族
を
中
心
に
約

１
０
０
人
が
来
場
し
た
。
高
校

生
た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
カ
レ
ー
を

準
備
し
、来
場
者
に
振
舞
っ
た
。

食
前
に
は
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
を

歌
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
も
大

喜
び
で
あ
っ
た
。

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
２
０
２
６
年
度
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
の
募
集
開
始
は
、

12
月
２
日
を
予
定
。
冬
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
年
末

（
12
月
27
日
〜
29
日
、
29
日
〜

31
日
）
に
開
催
さ
れ
る
。

東京ーフロストバレーＹＭＣＡ

紅
葉
の
中
で
家
族
キ
ャ
ン
プ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、
11

月
18
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
学
校
説
明
会
・
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
行
う
。
説
明
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
視
聴
可
能
。

ま
ず
学
校
の
説
明
を
行
い
、
９

時
30
分
か
ら
は
校
内
見
学
を
す

る
。
こ
の
時
間
に
児
童
生
徒
本

人
も
参
加
し
た
い
場
合
は
、
児

童
生
徒
の
学
年
の
授
業
を
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
終
了
時

間
は
10
時
10
分
。
そ
の
後
の
休

み
時
間
の
児
童
生
徒
の
様
子
を

見
学
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
申

し
込
み
は
同
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
希

望
者
は
、申
し
込
み
を
確
認
後
、

学
校
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
コ
ー
ド
の
通
知
が
あ
る
。

　

同
校
は
文
部
科
学
省
か
ら
派

遣
さ
れ
た
教
師
陣
に
よ
り
、
日

本
の
学
校
と
同
じ
教
育
活
動

（
英
語
を
含
む
）
を
行
う
と
と

も
に
、
米
人
講
師
に
よ
る
Ｅ
Ｓ

Ｌ
授
業
と
英
語
学
習
、
そ
し
て

Art

の
授
業
を
英
語
で
行
っ
て

い
る
。
日
本
に
帰
国
し
、
日
本

の
学
校
に
通
う
場
合
、
ア
メ
リ

カ
で
の
学
校
選
択
の
一
つ
に
な

る
学
校
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
０
１
・
４
０
５
・
０
８
８
８

（
Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
教
頭
）
ま

で
。 オープンスクール　

11 月 18 日
ＮＪ日本人学校で

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
（
平
本
秀
次 

文
部
科
学
省

派
遣
校
長
）
は
10
月
26
日
、
創

立
45
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
、
同
校
理
事
の
カ
ル
ダ
ー

淑
子
先
生
に
よ
る
「
戦
後
80
年　

平
和
図
書
展
示
会
〜
学
び
・
感

じ
・
伝
え
る
平
和
の
心
〜
」
お

よ
び
高
校
生
へ
の
講
義
を
開
催

し
た
。

　

平
和
図
書
展
示
会
で
は
、
カ

ル
ダ
ー
先
生
が
長
年
に
わ
た
り

収
集
・
保
存
し
て
き
た
貴
重
な

戦
後
関
連
書
籍
１
７
６
冊
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
は
世
代
を
超

え
て
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る

機
会
を
得
た
。
会
場
で
は
子
供

た
ち
や
保
護
者
が
熱
心
に
本
を

手
に
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
講

義
は
高
校
生
の
生
徒
を
対
象

に
、
米
国
に
お
け
る
日
系
人
の

歴
史
を
テ
ー
マ
に
話
さ
れ
た
。

日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア
メ
リ

カ
大
陸
に
上
陸
し
た
と
い
わ
れ

る
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
日
系
人
の
歩
み
、
戦

時
下
の
強
制
収
容
所
で
の
不
当

な
扱
い
、
そ
し
て
名
誉
回
復
に

至
る
ま
で
の
経
緯
を
語
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳

を
傾
け
、
最
後
の
質
疑
応
答
で

は
「
あ
な
た
は
日
系
人
だ
と
思

い
ま
す
か
？
」と
い
う
質
問
に
、

答
え
を
考
え
込
む
生
徒
の
姿
も

見
受
け
ら
れ
た
。
今
回
の
講
義

を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
日
系

人
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

平
和
の
大
切
さ
や
自
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、

深
く
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。

平
和
図
書
展

カ
ル
ダ
ー
氏

プリンストン日本語学校

創立45周年記念行事

　

米
国
に
お
け
る
日
系

人
の
歴
史
に
つ
い
て
講

義
す
る
カ
ル
ダ
ー
さ
ん

http://www.gwjs.org
https://slide-method.com/welcome/
http://www.jwsny.org
http://ymcatfv.org/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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２　米国大学受験の
　　基本情報（４）

　

こ
の
コ
ラ
ム
の
米
国
受
験
の

基
本
情
報
で
は
、
こ
れ
ま
で

高
校
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
成
績
平
均

値
）
と
課
外
活
動
歴
の
重
要
性

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し

た
。
さ
て
、
今
回
か
ら
は
Ｓ
Ａ

Ｔ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
、“Scholastic 

Aptitude Test” 

の
略
で
、
ア

メ
リ
カ
大
学
進
学
の
た
め
の

い
わ
ゆ
る
全
米
標
準
学
力
試

験
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
大
学

共
通
テ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
で

す
が
、
多
科
目
で
一
発
勝
負
的

な
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
こ
の
試
験
を
必
要
と
す
る
大

学
、
全
く
必
要
で
な
い
大
学
、

ま
た
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
な
大
学
と

３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
多
く
の
有
名
ト
ッ
プ
校

な
ど
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
点
数
の
提
出

が
必
要
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｔ

を
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

Ｓ
Ａ
Ｔ
の
内
容
と
は
？

　

ま
ず
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
中
身
で

す
が
、
基
本
はEnglish

と

Math

の
２
科
目
試
験
か
ら
成

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
は

８
０
０
点
満
点
で
、
そ
の
う
ち

２
０
０
点
は
す
で
に
与
え
ら
れ

て
お
り
、
実
質
６
０
０
点
を
取

っ
て
満
点
と
な
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
2
科
目
の
合
計
１
６
０
０

点
が
満
点
で
す
。
例
え
ば
Ｇ
Ｐ

Ａ
だ
け
で
い
く
ら
ウ
エ
イ
テ
ィ

ッ
ド
に
直
し
て
も
、
高
校
に
よ

っ
て
レ
ベ
ル
の
差
が
あ
る
場

合
、
同
じ
４
・
０
で
も
学
力
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
ま
す
。
Ｓ
Ａ

Ｔ
は
こ
の
た
め
の
全
国
標
準
テ

ス
ト
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
大

学
が
採
用
し
、
書
類
審
査
で
は

カ
ッ
ト
オ
フ
ス
コ
ア
の
「
ふ
る

い
」
に
か
け
て
き
ま
し
た
。
一

時
は
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
で

試
験
自
体
が
中
止
と
な
っ
た
も

の
の
、
最
近
は
多
く
の
大
学
で

Ｓ
Ａ
Ｔ
提
出
が
復
活
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
Ｓ
Ａ
Ｔ
よ
り
も
前
に
、

９
年
生
〜
10
年
生
で
通
常
学

校
で
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｔ

（Pre-SAT

）
と
い
う
テ
ス
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の

が
通
常
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
以

上
の
回
数
を
受
け
る
と
、
逆
に

大
学
か
ら
の
評
価
が
落
ち
る
可

能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
の
で
、
準
備
の
で

き
具
合
に
よ
っ
て
、
何
月
に
受

け
る
の
か
を
し
っ
か
り
計
画
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
何
も
準
備
せ

ず
、
試
し
に
受
け
て
み
る
と
い

う
生
徒
も
い
ま
す
が
、「
今
の

学
力
を
測
り
、
こ
れ
か
ら
ど
れ

だ
け
伸
び
る
か
を
見
た
い
」
と

い
う
目
的
で
の
受
験
は
あ
ま
り

お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
そ
れ
は
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
テ
ス

ト
で
済
む
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

家
で
時
間
を
測
っ
て
自
分
で
受

け
て
、
ま
ず
現
在
の
点
数
や
弱

点
を
把
握
し
、
そ
の
後
自
分
で

勉
強
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
テ
ス
ト
機
関
に
記
録

が
残
り
、
お
金
も
か
か
る
の

で
、
実
際
は
き
ち
ん
と
準
備
を

し
て
か
ら
１
度
目
を
受
け
、
そ

の
後
間
違
っ
た
箇
所
を
分
析
し

て
改
善
に
努
め
、
ま
た
３
か
月

後
に
受
け
る
、
と
い
っ
た
プ
ロ

セ
ス
が
通
常
と
な
り
ま
す
。
何

よ
り
も
、
11
年
生
に
な
る
と
進

学
し
た
い
大
学
の
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
リ
サ
ー
チ
を
始
め
、

そ
の
大
学
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
が
必
要

か
、
ま
た
最
も
希
望
す
る
大
学

の
最
低
ラ
イ
ン
の
ス
コ
ア
が
分

か
れ
ば
、
そ
れ
を
調
べ
て
目
標

を
定
め
ま
し
ょ
う
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
の

良
い
点
は
、「
ス
ー
パ
ー
ス
コ

ア
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
、
こ
れ
は
例
え
ば
違
っ
た

日
に
受
け
た
テ
ス
ト
の
結
果
か

ら
で
も
、
英
語
で
の
最
高
点
、

そ
し
て
数
学
の
最
高
点
を
合
わ

せ
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
受
験
生

に
と
っ
て
は
非
常
に
あ
り
が
た

い
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。
次
回
は

実
際
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
勉
強
の
し
か

た
な
ど
を
詳
し
く
お
伝
え
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

名
の
と
お
り
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
序
章
の

よ
う
な
も
の
で
、
ま
ず
手
始
め

に
ど
ん
な
感
じ
の
テ
ス
ト
な
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｔ
で
高
得
点
を

取
っ
た
生
徒
は
、
早
く
か
ら
大

学
に
よ
る
奨
学
金
付
き
の
勧
誘

や
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
招

待
な
ど
が
通
知
さ
れ
て
く
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ｓ
Ａ

Ｔ
段
階
を
終
え
る
と
、
11
年
生

か
ら
は
実
際
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
に
向
け

て
の
準
備
を
始
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

い
つ
、
何
度
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
け
る
か
？

　

Ｓ
Ａ
Ｔ
受
験
の
機
会
は
３

月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、
９

月
、
10
月
、
11
月
、
12
月
と
、

年
に
８
回
あ
り
ま
す
。
基
本
何

度
受
け
て
も
良
い
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
一
番
高
い
ス
コ

ア
を
提
出
す
れ
ば
良
い
と
考
え

て
い
る
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
実
際
は
そ
ん
な
に
シ

ン
プ
ル
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
場
合
、
11
年
生
の

12
月
ま
た
は
翌
年
３
月
に
受
け

は
じ
め
、
５
月
、
８
月
と
い
っ

た
よ
う
に
３
〜
４
回
受
け
る
の

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
の
初
等

部
4
〜
6
年
生
は
10
月
22
か
ら

24
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
2
泊
3
日

の
宿
泊
学
習
を
行
っ
た
。

　

1
日
目
の
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
」
で
は
、
課
題
を
達
成

す
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
、
課
題
を
ク
リ
ア

し
た
時
は
み
ん
な
で
喜
び
合
っ

た
。
そ
の
後
「
ア
ッ
プ
ル
サ
イ

ダ
ー
作
り
」
で
現
地
の
他
校
児

童
と
共
に
リ
ン
ゴ
狩
り
を
し

て
、
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
を
作

っ
た
。
ま
た
「
水
生
生
物
」
の

観
察
を
行
っ
た
。
夜
は
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
ロ
ッ
ジ
で
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

　

2
日
目
午
前
中
は
「
ハ
イ
キ

ン
グ
」
と
「
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」

を
行
っ
た
。
美
し
い
紅
葉
を
見

な
が
ら
1
時
間
半
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
ん
だ
。3
日
目
は「
フ

ラ
イ
ン
グ
ス
ク
ア
レ
ル
」
を

行
っ
た
。
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
っ

て
く
れ
る
仲
間
を
信
じ
、
身
を

任
せ
て
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た

後
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
え
る

景
色
に
感
動
し
て
い
た
。
声
を

か
け
あ
っ
て
行
動
し
た
り
、
生

活
の
中
で
自
然
と
助
け
合
う
場

面
が
増
え
て
き
た
。
全
て
の
説

明
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
最
初
は

理
解
に
苦
労
し
た
も
の
の
最
後

に
は
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
が

不
必
要
な
程
リ
ス
ニ
ン
グ
力
の

向
上
が
見
ら
れ
た
。「
楽
し
か

っ
た
」「
も
っ
と
こ
こ
に
い
た

い
」
と
話
す
姿
が
見
ら
れ
、
心

身
と
も
に
成
長
で
き
、
充
実
感

を
味
わ
う
3
日
間
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

田
切
利
幸
校
長
）は
10
月
25
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
間
に
わ
た
り

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た

経
験
を
活
か
し
、
同
校
で
は
年

に
一
度
、
全
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
降
雪
な
ど
で
登
校
が
難
し

い
場
合
に
備
え
た
実
践
的
な
取

り
組
み
で
も
あ
る
。

　

幼
児
部
で
は
、
事
前
に
配
布

さ
れ
た
教
材
を
使
い
、
お
よ
そ

３
時
間
に
わ
た
っ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
実
施
。
画
面
越
し
に

先
生
の
指
示
を
聞
き
な
が
ら
風

船
を
膨
ら
ま
せ
た
り
、
友
達
と

声
を
掛
け
合
っ
た
り
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。
国
際
学
級
で
は
、

一
人
の
教
員
が
２
つ
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
使
い
、
異
な
る
レ
ベ
ル

の
授
業
を
同
時
に
進
行
。
初
等

部
で
は
「
お
う
ち
の
中
に
あ
る

も
の
を
探
し
て
み
よ
う
」「
お

母
さ
ん
に
音
読
を
聞
い
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
家
庭

学
習
な
ら
で
は
の
内
容
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
中
・
高
等
部
で

は
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機

能
を
活
用
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の

話
し
合
い
活
動
を
行
い
グ
ル
ー

プ
別
に
発
表
を
す
る
な
ど
、
初

中
高
等
部
、
国
際
学
級
は
お
よ

そ
4
時
間
半
に
わ
た
り
各
教
員

が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
授
業

を
行
っ
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
お
弁
当
作

り
や
送
り
迎
え
が
な
い
の
は
助

か
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
る
一

方
で
、
生
徒
達
か
ら
は
「
や
っ

ぱ
り
学
校
で
友
達
と
過
ご
す
方

が
楽
し
い
」「
昼
休
み
に
一
緒

に
遊
べ
な
い
の
が
寂
し
い
」
と

の
感
想
も
聞
か
れ
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
通
し
て
、
教
員
・

児
童
と
も
に
改
め
て
対
面
授
業

の
良
さ
を
実
感
す
る
機
会
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

　

同
校
は
12
月
６
日
（
土
）
午

前
９
時
10
分
か
ら
、
来
年
度
入

学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
学
校

説
明
会
を
開
催
す
る
。
詳
細
・

申
し
込
み
は
学
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://jwsnj.org/

参
照
。

NJ日本人学校

宿泊学習楽しむ

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

フロストバレーで

https://miray109.com/
http://shidogakuin.com
https://www.aozoracommunity.org/
http://www.betteratmath.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
tel:2122136069
https://www.nykoyamashodo.com/
https://jwsnj.org/
https://jwsnj.org/
https://jwsnj.org/


 

幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
・
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
学
習
塾
ピ
ー
ク

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
書
道
ク
ラ
ブ

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー

　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
59
回
秋
期
課
題
の
選
考
作
品
26
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出

し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年

間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の

ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.nyseikatsu.com 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
第
60
回
冬
期
以
降
の
次
年
度

の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
日
程
に
つ
い

て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
紙
面

に
て
発
表
し
ま
す
。

 協賛：米国ゼブラ社

2025年（令和 7年）11月 8日（土） ［教　育］　　（14  ）
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私
が
海
外
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
で

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
言

う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
授
業
で
は
、
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
う
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
み

ん
な
で
順
番
に
自
分
の
考
え

を
伝
え
ま
す
。
最
初
は
、
う

ま
く
英
語
で
話
せ
な
く
て
、

言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
ず

に
困
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て

く
る
と
、
自
分
の
意
見
を
は

っ
き
り
言
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
グ

ル
ー
プ
の
み
ん
な
が
私
の
考

え
を
知
っ
て
く
れ
て
、
一
緒

に
良
い
答
え
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
生
や
友
達

も
、
間
違
え
て
も
気
に
し
な

く
て
い
い
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
、
話
す
の
が
も
っ
と
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
学
ん
だ
こ
と
は
、

い
ろ
ん
な
国
か
ら
来
た
友
達

の
文
化
や
考
え
方
を
理
解
す

る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
学
校
に
は
、
世
界

中
か
ら
生
徒
が
来
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
考
え
方
や
感
じ
方

が
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
と
き
、
グ
ル
ー
プ
で
意

見
が
違
っ
て
、
ど
う
し
て
そ

ん
な
考
え
方
な
の
か
、
よ
く

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
そ
の
友
達
の

話
を
聞
く
う
ち
に
、
文
化
や

育
っ
た
環
境
が
違
う
か
ら
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
違
い
を
認
め
て
、
い

ろ
ん
な
考
え
方
を
知
る
こ
と

が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
違

う
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
新

し
い
考
え
が
生
ま
れ
て
、
問

題
を
解
決
す
る
助
け
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
を
学
ん
だ
こ
と

で
、
私
は
も
っ
と
自
信
を
持

っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、

い
ろ
ん
な
人
と
仲
良
く
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
ど
ん
な
場
所
で

も
自
分
の
意
見
を
伝
え
な
が

ら
、
相
手
の
話
も
よ
く
聞
い

て
、
み
ん
な
と
協
力
し
た
い

で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

今
年
の
バ
レ
エ
の
発
表
会

は
、
こ
の
12
年
間
で
一
度
も

起
き
た
こ
と
の
な
い
事
件
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

母
は
そ
の
日
朝
早
く
か
ら

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て

一
日
に
４
つ
も
あ
る
シ
ョ
ー

の
写
真
を
撮
る
た
め
に
も
う

家
を
出
て
い
た
の
で
、
化
粧

は
妹
の
友
達
の
お
母
さ
ん
に

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
が

出
る
の
は
最
後
の
夜
の
シ
ョ

ー
だ
っ
た
の
で
、
昼
間
は
宿

題
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

つ
い
に
妹
と
一
緒
に
出
る

時
間
に
な
る
と
、
少
し
焦
り

な
が
ら
準
備
を
し
て
、
地
下

鉄
の
駅
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

す
る
と
駅
に
入
る
と
こ
ろ
で

妹
が
チ
ケ
ッ
ト
を
忘
れ
た
こ

と
に
気
づ
い
て
、
彼
女
だ
け

走
っ
て
家
ま
で
戻
り
ま
し
た
。

息
を
切
ら
し
な
が
ら
戻
っ
て

き
て
、「
今
度
こ
そ
何
も
忘
れ

て
な
い
ね
？
」
と
確
認
し
合

い
な
が
ら
電
車
に
乗
り
ま
し

た
。

　

発
表
会
は
い
つ
も
練
習
し

て
い
る
、
舞
台
に
も
な
る
ス

タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

着
く
と
、
数
分
後
に
リ
ハ
ー

サ
ル
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
、

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
っ
て
安
心

し
ま
し
た
。
妹
は
母
の
い
る

所
に
行
き
、
私
は
２
階
へ
準

備
を
し
に
上
が
り
ま
し
た
。

衣
装
を
着
て
、
バ
レ
エ
シ
ュ

ー
ズ
を
は
こ
う
と
し
た
と
き
、

ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
カ
バ
ン

の
中
に
靴
が
見
当
た
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。
ま
だ
２
階
に

い
た
３
人
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

の
生
徒
に
靴
は
な
い
か
一
応

聞
き
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に

バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
は
持
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

仕
方
が
な
い
の
で
と
り
あ

え
ず
リ
ハ
ー
サ
ル
に
向
か
い

ま
し
た
が
、
レ
ッ
ス
ン
に
靴

を
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
の
に

な
ぜ
今
日
に
限
っ
て
忘
れ
る

の
か
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
私
た
ち
の
番
を
待
っ
て

る
間
友
達
と
客
席
に
座
っ
て

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
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い
て
、
状
況
を
話
し
て
み
る

と
、
彼
女
は
な
ん
と
予
備
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
予

備
は
小
さ
く
、
私
に
は
入
ら

な
く
て
、
友
達
が
そ
れ
を
は

い
て
私
が
彼
女
が
は
い
て
い

た
も
の
を
借
り
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ば

ら
く
す
る
と
や
は
り
友
達
に

も
予
備
の
靴
は
き
つ
く
て
、

私
が
は
い
て
い
た
も
の
を
返

し
ま
し
た
。
先
生
に
も
聞
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
予

備
の
靴
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

結
局
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は
靴

な
し
で
踊
り
ま
し
た
。
妹
と

母
は
全
然
気
づ
か
な
か
っ
た

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

私
は
も
ち
ろ
ん
気
に
な
り
ま

し
た
。
本
番
も
靴
は
な
い
の

か
と
思
っ
て
い
る
と
、
違
う

先
生
が
自
分
の
靴
を
貸
し
て

く
れ
る
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
も
持
っ
て
来
て
も

ら
う
と
、
奇
跡
的
に
ち
ょ
う

ど
良
い
サ
イ
ズ
で
し
た
。
そ

の
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　

今
年
は
私
た
ち
の
踊
り
は

本
番
の
２
番
目
だ
っ
た
の
で
、

今
ま
で
の
よ
う
に
リ
ハ
ー
サ

ル
の
後
に
自
分
た
ち
で
練
習

を
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ

ま
り
上
手
く
い
か
な
か
っ
た

の
で
皆
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
回
目
は
大
体
も
っ
と

上
手
に
で
き
る
の
で
、
そ
う

な
る
と
信
じ
な
が
ら
出
番
を

待
ち
ま
し
た
。

　

バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い

て
踊
る
と
、
や
は
り
は
い
て

い
な
い
時
と
違
う
感
覚
で
、

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
靴

に
も
っ
と
感
謝
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
本
番
は
無
事
成
功

し
ま
し
た
。
練
習
は
何
週
間

も
重
ね
て
や
る
の
に
、
最
終

的
に
踊
り
は
５
分
く
ら
い
し

か
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
す

ぎ
て
少
し
変
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
発
表
会
が
終
わ
る
と
、

靴
を
先
生
に
返
し
、
私
か
ら

も
母
か
ら
も
何
度
も
お
礼
を

言
い
ま
し
た
。
誰
で
も
人
生

に
一
度
は
あ
る
よ
う
な
経
験

な
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
時

は
大
事
件
に
感
じ
、
ず
っ
と

忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）　

わ
た
し
が
夏
休
み
に
が
ん

ば
っ
た
事
は
、
日
本
の
学
校

で
は
じ
め
て
ふ
い
た
リ
コ
ー

ダ
ー
で
す
。

　

夏
に
な
る
と
わ
た
し
は
、

日
本
の
小
学
校
に
体
け
ん
入

学
で
三
週
間
ぐ
ら
い
通
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
や

っ
て
い
な
い
事
を
、
日
本
の

学
校
は
や
っ
て
い
る
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
音
楽

の
時
間
に
あ
る
リ
コ
ー
ダ
ー

で
す
。
一
回
目
の
じ
ゅ
業
は

リ
コ
ー
ダ
ー
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
み
ん
な
が
ふ

い
て
い
る
音
に
合
わ
せ
て
歌

っ
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
家
に
昔
お
母
さ
ん
が

使
っ
て
い
た
物
が
あ
っ
た
の

で
、
き
れ
い
に
ふ
い
て
か
ら
、

練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
「
ピ
ヒ
ョ
ー
」

と
言
う
へ
ん
な
音
し
か
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
な
を
指
で

お
さ
え
る
の
も
む
ず
か
し
か

っ
た
で
す
。
お
母
さ
ん
に
、「
い

き
を
ト
ゥ
ー
ト
ゥ
ー
と
一
回

ず
つ
は
く
ん
だ
よ
。」
と
言
わ

れ
て
や
っ
て
み
た
ら
、
き
れ

い
な
音
が
出
ま
し
た
。
指
の

お
さ
え
も
た
く
さ
ん
練
習
し

た
ら
、「
ソ
、
ラ
、
シ
、
ド
」

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
の
夏
に
日
本
の
学
校

に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
２
年
）

　

ぼ
く
は
、「
生
き
物
と
機
械
」

を
読
み
ま
し
た
。
こ
の
話
は

本
物
の
犬
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
犬

の
ち
が
い
に
つ
い
て
書
か
れ

た
お
話
で
す
。

　

読
ん
で
い
て
ぼ
く
は
本
物

の
犬
は
き
ず
を
自
分
で
治
す

力
を
も
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
は
そ
の
力
が
な

い
と
こ
ろ
が
ち
が
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
本
物

の
犬
は
だ
っ
こ
し
た
時
に
ぬ

く
も
り
を
感
じ
ま
す
。

　

生
き
物
の
大
切
さ
は
、
他

に
同
じ
も
の
が
な
く
て
、
死

ん
で
し
ま
う
と
も
う
会
え
な

く
て
か
な
し
く
な
り
ま
す
。

　

ぼ
く
は
命
っ
て
温
か
い
も

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 　
（
滞
米
６
年
）

「
忘
れ
ら
れ
な
い
発
表
会
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
飯
原　

ワ
イ
ス　

寿
利

「
海
外
の
人
と
接
し
た
経

験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
中　

愛
梨

「『
生
き
物
と
機
械
』
を
読
ん
で
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
院
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

颯
介

「楽しかった学園さい」
　　　　　　育英インターナショナルスクール小２

　　　　　　　　　　　　　かしわぐら　れい

　

一
年
生
の
時
か
ら
、
学
園
さ

い
で
は
あ
ま
り
き
ん
ち
ょ
う
し

ま
せ
ん
で
し
た
。二
年
生
の「
ふ

し
ぎ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」
は

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
き

ん
ち
ょ
う
よ
り
楽
し
い
気
も
ち

が
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

だ
い
一
ば
ん
め
か
ら
、
だ
い

六
ば
め
ん
ま
で
セ
リ
フ
を
言
う

の
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
ぼ
く
の
セ
リ

フ
は
、
明
る
い
気
も
ち
を
あ
ら

わ
す
セ
リ
フ
が
お
お
か
っ
た
か

ら
で
す
。
れ
ん
し
ゅ
う
の
時
は

小
も
の
作
り
が
大
へ
ん
で
し

た
。
ぼ
く
は
、
げ
き
で
空
と
ぶ

車
で
あ
そ
ぶ
シ
ー
ン
で
つ
か
う

空
と
ぶ
車
を
作
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
か
ん
せ
い
し
た
時
は
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ほ
ん
ば
ん
は
、
ま
っ
た
く
き
ん

ち
ょ
う
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

楽
し
め
た
か
ら
で
す
。

　

れ
ん
し
ゅ
う
で
一
生
け
ん
め

い
セ
リ
フ
を
ほ
ん
気
で
言
っ
た

の
で
、
ほ
ん
ば
ん
で
う
ま
く
せ

い
こ
う
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
９
か
月
）

「
夏
休
み
に
が
ん
ば
っ
た
事
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原　

仁
奈

２
０
２
５
年
度
の
「
言
葉
の
泉
」
年
間
大
賞
は
10
月
４
週
号
で
締
め
切
り
、
現
在
第
一
次

審
査
中
で
す
。
最
終
審
査
に
進
む
作
品
は
来
週
号
で
発
表
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！　

尚
、
11
月
以
降
の
掲
載
作
文
は
２
０
２
６
年
度
年
間
大
賞
の
審
査
対
象
に
な
り
ま
す
。

mailto:ski@nyikuei.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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近
代
的
幾
何
学
的
空
間
に
和
風
の
息
吹
を

　

近
代
幾
何
学
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
和
風
の
手
を

加
え
、
現
代
ア
ー
ト
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
時
間
を
過

ご
す
。
く
も
の
巣
の
様
な
柄
の
和
紙
を
、
間
仕
切
り

と
し
て
施
工
し
、
日
本
風
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
加
え
る

演
出
。
ガ
ラ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ン
の
本
物
の
和
紙
か
ら

得
ら
れ
る
効
果
で
、
現
代
ア
ー
ト
家
具
と
引
き
立
て

あ
い
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
を
感
じ
な
が
ら
自
然
に

日
本
的
な
生
活
を
感
じ
取
れ
る
。

　

手
す
き
和
紙
を
強
化
ガ
ラ
ス
の
間
に
は
さ
み
、
部

屋
の
間
仕
切
り
と
し
て
使
う
新
し
い
形
の
障
子
ス
タ

イ
ル
。
く
も
の
巣
柄
の
和
紙
は
、
反
対
側
が
少
し
間

か
ら
見
え
る
、
日
本
古
来
の
曖
昧
な
空
間
を
ク
リ
エ

イ
ト
し
、
居
住
空
間
の
関
連
性
も
保
た
れ
る
。

　

壁
の
ベ
ッ
ド
上
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
抽
象
画
は
、

一
枚
の
和
紙
で
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
額
装
作
品
。
絵
具

等
で
描
い
た
の
で
は
な
く
、
一
枚
の
紙
と
し
て
漉
い

た
、
抽
象
柄
の
和
紙
作
品
。
少
し
俊
敏
性
な
中
に
、

や
わ
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
使
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン 

ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
の
様
な
緊
張
と
く
つ
ろ
ぎ
を
促
す
。

　

ガ
ラ
ス
加
工
さ
れ
た
破
れ
な
い
和
紙
で
、
強
化
加

工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
非
常
に
強
く
、
掃
除
が
容
易

と
な
り
、
紙
に
慣
れ
て
な
い
ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー

で
も
使
用
可
。

　

ガ
ラ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ン
や
枠
は
、
取
り
付
け
場

所
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
つ
く
る
の
で
、
和
紙
を
含

め
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
仕
上
げ

の
木
工
事
な
ど
除
き
、
和
紙
2
枚
分
で
、
だ
い
た
い

２
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
（
色
々
な
地
域
・
法
律

条
件
や
、
寸
法
に
よ
っ
て
異
な
る
、
物
品
の
み
で
設

置
含
ま
ず
）。

-

EVENT
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス ＝ 11/8・9　
10:00-18:00  East Village （Astor Pl 
between Broadway and Lafayatte 
St.）、New Jersey Overpeck County 
Park（Amphitheater Area) 今 回 は
11/8がイーストビレッジ、11/9が
NJの公園で開催。さまざまな日本
食や雑貨、アート、音楽などが楽し
める人気ストリートフェア。おにぎ
り、弁当、ラーメン、たこ焼き、シュー
クリームなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■第 99回メーシーズ感謝祭パレー
ド ＝ 11/27　8:30 ～ 12:00　 今 年
はスパイダーマン、ピカチュウ、悟
空などのほかに、マリオやシュレッ
ク、ミニオン、ラブブとその仲間た
ち等が新たに加わって 32のバルー
ンが行進。24のフロートと 33の
ピエロチームも登場する。ルートは
セントラルパークウエスト 77丁目
からスタート、59丁目を曲がり、6
番街を 34丁目の Macy’s前までパ
レードする。
詳 細 は https://www.macys.com/s/
parade/

CLASS/SEMINAR
■ヒマラヤ瞑想ワークショップ＝
11/9　12:00 ～ 18:00　NY 日 系 人
会（49 W 45th St, 5F）講師は日本
人かつ一般社会で会うことができる
世界でただ 1人のヒマラヤ大聖者、
ヨグマタ相川圭子さん。参加費は、
12時からの謁見会（ダルシャン）
は寄付制、14時からのクリヤ瞑想
は 300ドル、16時からの瞑想秘法
伝授（ディクシャ）は初回 500ドル。
詳細は https://science.ne.jp/english/
en/info/7481
■河合塾帰国生大学入試説明会
2025＝オンラインによるライブ配
信で、11/9、23、12/7、21 日の各
日曜日　13:00～ 15:00  帰国生大
学入試の概況と今度の受験対策とし
て、①帰国生入試の基礎知識と海外
在住中の心構え、②主な大学の最新
入試情報と受験攻略法、③河合塾海
外帰国生コースのカリキュラムの特
徴などを進学アドバイザーが説明す
る。定員は各日程 100家庭。希望
者は実施日前の金曜午後 4時までに

参加フォーム（https://forms.offi  ce.
com/r/6XcBRr3hB5）から申し込む。

MUSIC
■歌舞伎音楽とワークショップ＝
11/13　15:00　スカンジナビアハウ
ス（58 Park Ave,）国際交流基金と
NY総領事館共催のイベント。囃子
方の田中傅左衛門と田中傅次郎、歌
舞伎俳優の中村隼人らが歌舞伎の歴
史や音楽、楽器について解説しなが
ら実演する。太鼓の体験も予定。入
場無料だが事前の参加登録が必要。
詳細は https://ny.jpf.go.jp/
■大村朋子アルバムリリースコ
ン サ ー ト ＝ 11/9　14:00  Nancy 
Manocherian’s the cell theatre（338 
W 23 St）作曲家・バイオリニスト
の大村朋子によるアルバムリリース
イベント。入場料：＄20、18歳以
下は無料
詳 細 は https://www.eventbrite.
com/e/tomoko-omura-run-run-
r u n - a l b u m - re l e a s e - c o n c e r t -
tickets-1712485774049
■三味線奏者・上妻宏光の NY公演
＝ 11/15　19:00　Symphony Space
（2537 Broadway at 95th St.）ソロ
デビュー 25周年を記念したツアー
「生一丁！」のＮＹ公演。今回は
ゲストにチェロ奏者の玉木光を迎
え、津軽じょんから節、津軽あい
や節、津軽よされ節等の代表的な
津軽民謡のほか、三味線とチェロ
による編曲作品を披露する。入場
料：$45～ $55詳細は https://www.
symphonyspace.org/
THEATRE/DANCE 
■ B A M  N e x t  Wa v e  F e s t i v a l
＝ 2026/1/17 ま で   BAM（30 
Lafayette Ave, Brooklyn）1983 年
から続く、前衛音楽、演劇、オペラ、
ダンスの祭典。11の演目が上演さ
れている。入場料：演目により異な
る。
詳 細 は https://www.bam.org/next-
wave

ART
■アンネ・フランク展＝ 2026/2/1
まで　Center for Jewish History（15 
West 16th St,）第 2次大戦中のユダ
ヤ人迫害の被害者で、『アンネの日
記』を書いたことで知られる少女の
短い人生を振り返る。アムステルダ
ムのアンネ・フランク・ハウスから
100点以上のコレクション隠れ家を
アムステルダム以外で初めて原寸大
で再現する。入場料：一般 $21～、
17歳以下 $16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhib-
it.org問い合わせは info@precious-piece.com　小平さん

mailto:hello@libret.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
http://www.nyseikatsu.com
https://forms.offi
https://ny.jpf.go.jp/
https://www.japanfes.com
https://www.macys.com/s/parade/
mailto:info@precious-piece.com
https://science.ne.jp/english/en/info/7481
https://www.eventbrite.com/e/tomoko-omura-run-run-run-album-release-concert-tickets-1712485774049
ttps://www.symphonyspace.org/
https://www.bam.org/next-wave
https://www.annefrankexhibit.org
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11
月
1
日
か
ら
、
相
模
原
市

立
博
物
館
（
神
奈
川
県
）
で
特

別
企
画
展
「
ポ
ケ
モ
ン
天
文

台
」
が
始
ま
り
ま
し
た
（
来
年

1
月
12
日
ま
で
）。
主
催
は
国

立
天
文
台
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
、
株
式
会
社
ポ
ケ
モ

ン
が
企
画
協
力
及
び
展
示
制
作

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相

模
原
市
立
博
物
館
の
向
か
い
側

に
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
館
と
連
携
し
て
宇
宙
を

テ
ー
マ
に
し
た
教
育
普
及
も
実

施
し
て
お
り
、
今
回
の
企
画
展

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
私
が

務
め
て
い
る
国
立
科
学
博
物
館

は
、
隕
石
を
貸
し
出
し
て
い
る

関
係
で
、
10
月
30
日
に
行
わ
れ

た
開
会
式
に
出
席
し
て
き
ま
し

た
。
記
者
会
見
で
は
、土
居
守・

国
立
天
文
台
長
は
、「
宇
宙
フ

ァ
ン
と
ポ
ケ
モ
ン
フ
ァ
ン
が
相

互
乗
り
入
れ
し
て
お
互
い
の
魅

力
を
知
り
、興
味
関
心
を
高
め
、

さ
ら
な
る
探
究
の
入
り
口
に
立

っ
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て

い
る
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　
「
ポ
ケ
モ
ン
天
文
台
」は
、「
ポ

ケ
モ
ン
」
と
不
思
議
な
宇
宙
の

謎
に
迫
る
企
画
展
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
特
徴
を
持
つ
ポ
ケ
モ
ン
の

生
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
身
近
な
月
や
太
陽
か
ら
遠

い
銀
河
の
か
な
た
ま
で
、
宇
宙

の
不
思
議
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ム
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン

ス
タ
ー
」シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
、

未
知
な
る
生
き
物「
ポ
ケ
モ
ン
」

と
の
新
た
な
出
会
い
や
発
見
を

求
め
て
、
好
奇
心
の
ま
ま
進
め

る
冒
険
は
、
天
文
学
の
探
求
と

共
通
す
る
こ
と
と
、
宇
宙
と
関

係
す
る
ポ
ケ
モ
ン
も
多
数
存
在

し
、
ポ
ケ
モ
ン
も
天
体
も
進
化

し
姿
が
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、

天
文
学
と
ポ
ケ
モ
ン
の
親
和
性

は
高
い
と
い
う
発
想
で
、
こ
の

企
画
が
実
現
し
た
そ
う
で
す
。

基
本
的
に
は
巡
回
展
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
、こ
の
後
福
島
県
郡
山
市
、

宮
城
県
角
田
市
、
愛
知
県
豊
橋

市
、
長
崎
県
長
崎
市
等
を
巡
回

す
る
予
定
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
立
科
学
博
物

館
で
も
、「
ポ
ケ
モ
ン
化
石
博

物
館
」
と
い
う
巡
回
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
全
国
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。
同
じ
よ
う
に
、「
ポ
ケ
モ

ン
」
に
は
カ
セ
キ
か
ら
復
元
さ

れ
る
ポ
ケ
モ
ン
が
い
く
つ
か
知

ら
れ
て
お
り
、 「
ポ
ケ
モ
ン
化

石
博
物
館
」
は
、
こ
の
「
カ
セ

キ
ポ
ケ
モ
ン
」
と
私
た
ち
の
世

界
で
見
つ
か
る
「
化
石
・
古
生

物
」
を
見
比
べ
て
、
似
て
い
る

と
こ
ろ
や
異
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
発
見
し
、
古
生
物
学
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
内

容
で
す
。
同
展
は
、
国
立
科
学

博
物
館
が
地
域
の
博
物
館
と
株

式
会
社
ポ
ケ
モ
ン
と
共
同
で
制

作
し
た
巡
回
展
で
、
２
０
２
１

年
の
北
海
道
三
笠
市
立
博
物
館

を
皮
切
り
に
、
国
内
の
12
の
博

物
館
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
の

会
場
で
も
入
場
者
数
の
記
録
を

更
新
し
、
２
０
２
５
年
11
月
ま

で
に
来
場
者
数
は
１
０
７
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　
来
年
5
月
か
ら
は
、
つ
い
に

海
外
に
進
出
し
、
シ
カ
ゴ
に
あ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
自
然
史
博
物
館

（Field Museum of Natural 
History

）
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

も
い
く
つ
か
の
国
を
巡
回
し
、

数
年
後
に
は
当
館
で
里
帰
り

展
を
開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
ポ
ケ
モ
ン
天
文
台
」

展
も
、
い
ず
れ
は
海
外
展
開
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ポ
ケ

モ
ン
天
文
台
」
展
は
日
時
指
定

優
先
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に
多
く
の

来
館
者
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
将
来
の
天
文
学
者

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物
館
副
館
長
）
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ロ
ー
ド
ス
の
２
日
目
。
ア
パ

ー
ト
の
ご
主
人
は
大
変
な
世
話

好
き
で
ロ
ー
ド
ス
の
見
ど
こ
ろ

を
リ
ン
ク
付
き
の
テ
キ
ス
ト
で

送
っ
て
く
れ
て
い
た
。
そ
の
中

の
目
玉
で
も
あ
るLindos

に

行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
「
朝
８

時
に
出
発
し
て
９
時
に
は
着
く

べ
し
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
も
の
の
時
差
ボ
ケ

で
寝
坊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

急
遽
近
場
の
名
所
を
訪
れ
る
こ

と
に
し
た
。Holy Monastery 

of the Virgin Mary 

と
い
う

山
の
上
に
建
つ
小
さ
な
教
会
で

あ
る
。Tsambika

と
い
う
30

分
の
ド
ラ
イ
ブ
で
着
く
街
に
あ

る
。
勝
手
に
「
讃
美
歌
」
と
呼

ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教

の
国
に
は
絶
対
あ
る
の
だ
が
、

誰
が
登
る
の
だ
と
い
う
険
し
い

山
の
上
に
小
さ
な
修
道
院
を
建

て
て
世
捨
て
人
と
な
っ
て
祈
り

三
昧
の
生
活
を
送
る
。
こ
こ
も

そ
の
よ
う
で
、
車
で
随
分
と
山

を
登
っ
た
。
眼
下
に
は
綺
麗
な

海
と
今
す
ぐ
に
で
も
飛
び
込
み

た
い
ビ
ー
チ
が
見
え
る
。
な
ん

と
野
生
の
ヤ
ギ
が
生
息
し
て
お

り
わ
ざ
わ
ざ
岩
の
斜
面
を
器
用

に
歩
い
て
い
た
。
肉
食
動
物
か

ら
身
を
守
る
為
に
ヤ
ギ
は
急
斜

面
を
得
意
と
す
る
。

　

斜
面
に
作
ら
れ
た
石
の
階
段

を
、
暑
さ
を
堪
え
な
が
ら
一
歩

一
歩
登
る
。
ス
テ
ッ
プ
に
は
番

号
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
80
段

く
ら
い
登
っ
て
も
う
一
息
だ
と

勝
手
に
思
っ
て
い
た
ら
、
降
り

て
き
た
人
が
「
３
０
０
段
あ
る

か
ら
頑
張
っ
て
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
。
頂
上
に
は
本
当
に

小
さ
な
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
教
会

が
あ
り
、
讃
美
歌
が
流
れ
て
い

た
。
ほ
こ
ら
の
よ
う
な
教
会
で

あ
っ
た
。
昔
は
本
当
に
こ
こ
で

修
行
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
教

会
を
一
通
り
見
学
し
て
眼
下
に

広
が
る
海
を
見
た
。

　

ビ
ー
チ
に
行
き
た
い
。
車
に

戻
る
と
急
い
で
先
ほ
ど
山
頂
か

ら
眺
め
た
ビ
ー
チ
に
向
か
う
。

実
は
超
人
的
に
優
し
い
ア
パ
ー

ト
の
主
人
は
パ
ラ
ソ
ル
も
貸
し

て
く
れ
た
。
そ
れ
を
砂
浜
に
立

て
て
自
分
た
ち
の
ビ
ー
チ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
作
る
。
で
、
海
に

飛
び
込
む
。
寒
流
流
れ
る
ア
メ

リ
カ
と
は
ま
る
で
違
っ
て
、
エ

ー
ゲ
海
の
海
は
温
度
が
ち
ょ
う

ど
良
く
て
ザ
ブ
ン
と
飛
び
込
む

こ
と
が
で
き
る
。
今
年
初
め
て

の
ビ
ー
チ
タ
イ
ム
。
こ
の
た
め

に
１
年
頑
張
っ
て
き
た
の
だ
！

　

程
よ
く
ビ
ー
チ
で
遊
ん
で
、

30
分
の
帰
路
に
着
く
。
一
旦
ア

パ
ー
ト
で
休
憩
し
た
後
今
夜
の

食
料
品
の
買
い
出
し
で
郊
外
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出

る
。
な
ん
と
、
偶
然
な
こ
と
に

途
中
で
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
遺
跡

を
発
見
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ア
パ

ー
ト
の
ご
主
人
が
勧
め
て
く
れ

て
い
た
も
の
な
の
で
、
早
速
降

り
て
見
学
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

神
殿
の
残
り
の
柱
、
競
技

場
、
そ
し
て
オ
デ
オ
ン
（
小
劇

場
）
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
の
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
の
遺
物
で
あ
る
。
競

技
場
は
今
も
完
全
に
残
っ
て
い

た
の
で
、
走
っ
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
こ
こ
で
古
代
の
人
々
は

国
民
体
育
大
会
を
主
催
し
て
い

た
の
だ
。
暑
さ
で
黒
猫
が
ひ
ら

ぺ
っ
た
く
な
っ
て
寝
て
い
た
。

　

ア
パ
ー
ト
で
の
自
炊
の
後
、

ま
だ
明
る
い
の
で
オ
ー
ル
ド
タ

ウ
ン
に
出
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
歩
い
て
た
っ
た
の
10
分

でAmboise Gate

を
く
ぐ
る
。

随
分
昔
だ
が
、
私
た
ち
は
フ
ラ

ン
ス
のAmboise

城
を
訪
れ

た
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
招

い
た
ロ
イ
ヤ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

で
、
彼
の
お
墓
も
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
か
ら
来
た
騎
士
た
ち
も
聖

ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
の
一
軍
で
あ
る

こ
と
が
こ
れ
で
分
か
る
。

　

改
め
て
、Street of the 

Knights

を
通
る
。
夕
刻
の
光

を
浴
び
た
幾
何
学
的
な
建
物
は

広
間
と
は
違
う
趣
が
あ
る
。
16

世
紀
に
、
こ
こ
を
聖
ヨ
ハ
ネ
騎

士
団
の
８
か
国
の
騎
士
た
ち
、

貴
族
、
外
交
官
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
闊
歩
し
た
と
思
う
と
ゾ
ク
ゾ

ク
す
る
。

　

古
い
中
世
の
街
を
そ
の
ま
ま

に
残
し
な
が
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
入
れ
る
の
は
大
賛
成
だ
。

こ
こ
の
石
の
建
物
に
は
た
く
さ

ん
の
お
土
産
物
や
、
カ
フ
ェ
、

タ
ベ
ル
ナ
が
軒
を
連
ね
る
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
作
の
作
品
を

売
っ
て
い
て
、
思
わ
ず
彼
女
の

デ
ザ
イ
ン
の
シ
ャ
ツ
を
買
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

そ
の
ま
ま
歩
い
て

Hippocrates Square

に
辿
り

着
く
。
ち
ょ
う
ど
暗
く
な
る
頃

で
、
世
界
各
国
か
ら
来
た
幸
せ

そ
う
な
観
光
客
に
ま
じ
っ
て
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
い
、
階
段

に
座
っ
て
夕
刻
の
広
場
を
眺
め

た
。
こ
こ
に
は
中
世
の
噴
水
が

あ
る
。
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
思
議
な

こ
と
に
、
目
の
前
に
は
モ
ス
ク

の
塔
も
見
え
、
こ
の
国
の
複
雑

な
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
紀
元
前
の
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ

ッ
ク
文
化
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
の

ビ
ザ
ン
チ
ン
文
化
、
我
が
聖
ヨ

ハ
ネ
騎
士
団
の
活
躍
し
た
中

世
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
、

ギ
リ
シ
ャ
の
独
立
、
そ
し
て
今

こ
こ
で
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
頬
張
る
私
た
ち
。
ギ

リ
シ
ャ
に
は
歴
史
が
あ
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）
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こ
の
本
は
、
11
世
紀
の
宮
廷

文
学
の
傑
作
で
あ
る
源
氏
物
語

を
軸
に
、
京
都
と
い
う
実
際
の

歴
史
的
都
市
を
舞
台
と
し
て

「
物
語
の
世
界
」と「
旅
の
世
界
」

を
英
語
・
日
本
語
の
対
訳
形
式

で
紹
介
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

著
者
の
梶
山
寿
子
さ
ん
が
、

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
の
視
点
、

文
学
作
品
・
歴
史
的
背
景
を
読

み
解
く
視
点
、
そ
し
て
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
（
日
本
語
／
英
語
）
対

応
と
い
う
学
び
や
す
さ
と
い
う

視
点
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、

「
京
都
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行

者
」「
文
学
・
文
化
に
興
味
の

あ
る
日
本
語
学
習
者
」「
そ
し

て
日
本
人
が
改
め
て
京
都
／
源

氏
物
語
の
背
景
を
楽
し
む
た
め

の
旅
の
お
供
」
と
い
う
三
層
の

読
者
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
こ
の
本
の
特
色
だ
。

　

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く

と
、
単
な
る
観
光
ガ
イ
ド
で
は

な
く
、源
氏
物
語
の
物
語
背
景
・

登
場
人
物
・
舞
台
と
、
京
都
に

現
存
／
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
場
所

を
結
び
つ
け
て
紹
介
し
て
い

る
。こ
れ
に
よ
り
、「
た
だ
観
る
」

旅
か
ら
「
物
語
を
感
じ
る
」
旅

へ
と
昇
華
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
京
都
御
所
と
光
源
氏

の
関
係
は
、
光
源
氏
の
誕
生
・

恋
・
出
世
の
物
語
の
中
心
舞
台

で
あ
り
、
光
源
氏
の
母
・
桐
壺
、

更
衣
藤
壺
と
の
恋
愛
な
ど
、
多

く
の
重
要
な
シ
ー
ン
が
こ
こ
で

描
か
れ
る
。
現
代
の
京
都
御
所

を
訪
れ
る
と
、
平
安
貴
族
の
生

活
や
物
語
の
情
景
を
五
感
で
追

体
験
で
き
る
。
た
だ
し
、
ご
存

じ
の
通
り
光
源
氏
は
実
在
の
人

物
で
は
な
く
紫
式
部
が
描
い
た

架
空
の
貴
公
子
な
の
で
、
直
接

的
な
史
実
上
の
関
係
で
は
な

く
、
物
語
の
舞
台
と
し
て
の
象

徴
的
・
文
化
的
な
関
係
に
な
る
。

　

光
源
氏
は
皇
子
と
し
て
こ
の

御
所
で
生
ま
れ
、
若
く
し
て
政

治
的
・
恋
愛
的
な
波
乱
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
出
発
点

と
し
て
「
京
都
御
所
」
は
彼
の

栄
光
と
悲
劇
が
始
ま
る
場
所
と

し
て
特
筆
さ
れ
る
場
所
。「
禁

断
の
恋
」
の
舞
台
で
あ
り
、
権

力
と
栄
華
の
象
徴
と
も
言
え

る
。
光
源
氏
が
出
世
し
て
太
政

大
臣
に
ま
で
昇
り
詰
め
る
と
、

御
所
で
の
彼
の
立
場
は
非
常
に

高
く
な
り
、御
所
は
ま
さ
に「
政

治
と
愛
の
舞
台
」「
栄
華
と
孤

独
の
象
徴
」
と
し
て
、
物
語
の

中
心
を
な
す
場
所
に
な
る
。

　

ま
た
、
次
に
出
て
く
る
「
平

安
神
宮
」
と
の
関
係
は
、
直
接

的
な
史
実
上
の
関
係
は
な
い

が
、
象
徴
的
・
文
化
的
な
つ

な
が
り
が
い
く
つ
か
あ
る
。 

平
安
神
宮
は
、
１
８
９
５
年

（
明
治
28
年
）
に
平
安
遷
都

１
１
０
０
年
を
記
念
し
て
創
建

さ
れ
た
神
社
で
、
平
安
京
の
初

代
天
皇
・
桓
武
天
皇
（
か
ん
む

て
ん
の
う
）
を
祭
神
と
し
て
い

る
。
日
本
全
国
か
ら
高
校
生
が

修
学
旅
行
で
も
訪
れ
る
名
所
な

の
で
、
京
都
に
住
ん
で
い
な
く

て
も
日
本
人
な
ら
誰
も
が
聞
い

た
こ
と
の
あ
る
有
名
な
神
社

だ
。
と
は
言
っ
て
も
京
都
を
訪

れ
る
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に

は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
説
明
を

受
け
た
だ
け
で
は
あ
ま
り
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
記
憶
に
は
残
ら

な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
光
源
氏

と
の
「
時
代
的
つ
な
が
り
」
を

絡
ま
せ
る
こ
と
で
旅
は
ぐ
っ
と

奥
深
い
も
の
に
な
る
。
光
源
氏

が
生
き
た
と
さ
れ
る
世
界
は
、

ま
さ
に
「
平
安
神
宮
が
再
現
し

て
い
る
世
界
」
と
重
な
り
京
都

を
訪
れ
る
外
国
人
も
親
し
み
が

持
て
る
に
違
い
な
い
か
ら
だ
。

　

美
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
写

真
を
手
に
、
目
の
前
に
広
が
る

本
物
の
京
都
を
見
れ
ば
、
源
氏

物
語
の
世
界
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
著
者

の
梶
山
さ
ん
は
、
か
つ
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
新
聞
記
者
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
た
だ
け
に
、
日

本
文
化
と
海
外
と
の
接
点
の
見

つ
け
方
や
着
想
に
海
外
か
ら
の

視
点
を
感
じ
た
。　
　
（
三
浦
）　　

 源氏物語と京都を日英両語で
梶山寿子・著

 プレジデント社・刊

■犯人に告ぐ（雫井脩介、双葉文庫）川崎市で起きた連続
児童殺害事件の捜査は行き詰まりを見せ、ついに神奈川県
警は現役捜査官をテレビニュースに出演させるという荒技
に踏み切る。白羽の矢が立ったのは、6年前に誘拐事件の
捜査に失敗し、記者会見でも大失態を演じた巻島史彦警視
だった。史上初の劇場型捜査が幕を開ける。■探偵は田園
をゆく（深町秋生、光文社文庫）どんな依頼も断らない元
刑事の私立探偵、椎名留美は山形で娘と2人暮らし。ある
日、知り合ったホテル従業員に行方不明の息子捜しを依頼
される。部屋に残された物を調べた留美は、ある女性に辿
り着く。タフなシングルマザー探偵の事件日誌。■ファウ
ンテンブルーの魔人たち（白石一文、新潮文庫）前沢倫文
は超高層マンション「ファウンテンブルータワー新宿」の
58階で、大学生の恋人と暮らしていた。しかしマンショ
ン内での連続不審死、そして「白い幽霊」の目撃談が相次
ぐ。前沢が事件について調べ始めると、タワーに隠された
秘密が徐々に明らかになる。■日本経済の死角（河野龍太
郎、ちくま新書）「失われた30年」で日本の生産性は上がっ
ているのに、実質賃金が上がらないのはなぜなのか。日本
経済の長期停滞をよみとく際の「死角」や誤算を白日のも
とに晒し、社会が陥りかけている「収奪的システム」から
抜け出す方途を明示する。注目のエコノミストによる新し
い経済分析。■春の星を一緒に（藤岡陽子、小学館）40歳の奈緒は、シン
グルマザーの看護師としてひとり息子の涼介と寄り添い生きてきた。そんな
なか大きな転機が訪れ、東京の緩和ケア病棟で働くことになる。死を間近に
見つめ、幸せに生ききる最期を模索し続ける日々。緩和ケア病棟を舞台に、
綿密な取材とリアリティで人々の生き様を綴った医療小説。■あなたが僕の
父（小野寺史宣、双葉社）富生が故郷の館山を離れ上京してから20年以上
が経った。母が亡くなってからほとんど帰省することがなくなった実家には、
78歳の父がひとりで暮らしている。その父の様子が最近おかしい。久しぶ
りに実家を訪ねた富生が目の当たりにしたのは、父の「老い」だった。その
父と向き合い、不安に駆られた富生は父との同居を決める。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

史
上
初
の
劇
場
型
捜
査
を
描
い
た
警
察
小
説
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
探
偵
の
事
件
日
誌
。

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
隠
さ
れ
た
秘
密
。注
目
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
経
済
分
析
。人
々

の
生
き
様
を
綴
っ
た
医
療
小
説
。
20
年
ぶ
り
の
父
と
の
同
居
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

講
談
社
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
黒
柳
徹
子

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
窓
ぎ
わ
の

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
続
編
』
の
英
語

版
発
行
に
合
わ
せ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
ま
ず
今
月
22
日
（
土
）
に

は
翻
訳
者
・
手
嶋
優
紀
氏
に
よ

る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
53
丁
目
分

館
・
53
丁
目
西
18
番
地
）
で
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

ま
で
。
入
場
料
：
無
料
。
続
い

て
24
日
（
月
）
に
は
、
紀
伊
國

屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
に
て
翻
訳
者

サ
イ
ン
会
が
午
後
6
時
〜
8
時

ま
で
。
25
日
（
火
）
午
後
６
時

か
ら
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
（
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
で
ア
ニ
メ
映
画
『
窓
ぎ
わ

の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
上
映
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
サ

イ
ン
会
。
出
席
は
手
嶋
氏
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
マ
カ
ロ
ー
＝

ガ
ル
シ
ア
氏
（
編
集
者
）、
ネ

イ
サ
ン
・
シ
ョ
ッ
キ
ー
氏
（
バ

ー
ド
大
学
日
本
語
学
科
准
教

授
）。
上
映
開
始
午
後
7
時
。

入
場
料
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
：https://japansociety.

org/events/totto-chan-the-
little-girl-at-the-window/

翻
訳
者
の
サ
イ
ン
会
な
ど
Ｎ
Ｙ
で
開
催

 『窓ぎわのトットちゃん　続編』 英語版
作：黒柳徹子　絵：いわさきちひろ

講談社USA　2025 年

（19）　　 ［書　籍］ 2025年（令和 7年）11月 8日（土）

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://qbhouseusa.com/
http://kkobo.com/
https://japansociety
https://japansociety


2025年（令和 7年）11月 8日（土） 　［文 化］（20  ）

　

  

「La La Land

」
の
ヨ
ル
ゴ

ス
・
ラ
ン
テ
ィ
モ
ス
監
督
と

エ
マ
・
ス
ト
ー
ン
が
コ
ン
ビ

を
組
む
４
作
目
。
新
作
を
出

す
た
び
に
話
題
を
さ
ら
う
今

回
は
韓
国
映
画
「
地
球
を
守

れ
！
」（
２
０
０
３
年
）
の
ハ

リ
ウ
ッ
ド
・
リ
メ
イ
ク
版
だ
。

Ｓ
Ｆ
、
ス
リ
ラ
ー
、
ホ
ラ
ー

混
合
の
ブ
ラ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ

と
い
う
と
こ
ろ
。
主
人
公
に

扮
す
る
エ
マ
・
ス
ト
ー
ン
が

坊
主
刈
り
に
な
り
注
目
度
は

さ
ら
に
ア
ッ
プ
。
共
演
は
ジ

ェ
シ
ー
・
プ
レ
モ
ン
、
エ
イ

ダ
ン
・
デ
ル
ビ
ス
ら
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
郊
外
に
本
拠

を
置
く
製
薬
会
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ラ
ー
（
ス
ト

ー
ン
）
は
経
営
手
腕
に
長
け

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
、

ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
全
て
に
お
い
て
ハ
イ
レ
ベ

ル
を
保
ち
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
誌
や

Ｆ
ｏ
ｒ
ｂ
ｅ
ｓ
誌
の
表
紙
に

も
な
る
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
。

そ
の
ミ
シ
ェ
ル
が
忽
然
と
姿

を
消
し
た
。
明
ら
か
に
拉
致

さ
れ
た
も
の
と
当
局
は
行
方

を
追
う
が
身
代
金
の
要
求
も

な
け
れ
ば
犯
人
の
手
掛
か
り

も
な
い
。

　

ミ
シ
ェ
ル
を
誘
拐
し
た
の

は
同
じ
地
域
に
住
む
テ
デ
ィ

（
プ
レ
モ
ン
ス
）
と
彼
の
従
弟

の
ド
ン
（
デ
ル
ビ
ス
）。
テ
デ

ィ
に
よ
れ
ば
ミ
シ
ェ
ル
は
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
惑
星
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
宇
宙
人
で
地
球
抹

殺
を
企
ん
で
い
る
と
い
う
。

彼
女
を
人
質
に
取
り
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
の
侵
略
を
阻
止
す
る

つ
も
り
だ
。

　

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
も
こ

な
す
ミ
シ
ェ
ル
を
拉
致
す
る

の
は
思
っ
た
よ
り
て
こ
ず
っ

た
が
な
ん
と
か
成
功
し
家
の

地
下
室
に
監
禁
し
た
。
彼
ら

は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
通
信
媒

体
が
髪
の
毛
だ
と
い
う
こ
と

を
突
き
止
め
、
ま
ず
は
ミ
シ

ェ
ル
の
頭
を
剃
り
、
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
て

遮
断
。
目
覚
め
た
ミ
シ
ェ
ル

は
き
ょ
と
ん
し
て
い
っ
た
い

何
が
起
き
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
い
。

　

し
か
し
ミ
シ
ェ
ル
は
か
な

り
冷
静
だ
。
テ
デ
ィ
が
言
う

宇
宙
人
侵
略
の
話
を
聞
き
な

が
ら
自
身
の
潔
白
を
訴
え
る
。

見
ど
こ
ろ
は
ミ
シ
ェ
ル
の
テ

デ
ィ
へ
の
巧
み
な
話
術
だ
。

あ
る
時
は
怒
り
な
が
ら
、
あ

る
時
は
同
情
を
誘
う
よ
う
に

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
。　
　

　

し
か
し
物
語
が
妄
想
気
味

の
Ｓ
Ｆ
マ
ニ
ア
と
、
と
ん
だ

と
ば
っ
ち
り
の
有
名
人
と
の

勘
違
い
誘
拐
で
終
わ
る
わ
け

は
な
い
。
も
っ
と
も
っ
と
深

い
宇
宙
戦
略
の
幕
が
切
っ
て

落
と
さ
れ
る
。
1
時
間
58
分
。

Ｒ
。　
　

                  　

 （
明
）

Bugonia

 Photo : Focus Features

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ブ
レ
な
い
者
へ
の
賛
歌

 ■上映館■
Regal Times Square

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC 34th Street 14

312 W. 34th St.

拉致されたミシェル（ストーン）
　

Ｎ
Ｙ
在
住
の
作
曲
家
・
金
澤

恵
之
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
11 

月
15
日
（
土
）
午
後
4
時
か
ら
、

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ア
ス
ト
リ
ア
に

あ
る Thespis Theatre

（25-
02 Newtown Ave

）
に
て
、

日
本
の
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ

＝
写
真
左
＝
を
紹
介
す
る
朗

読
と
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
「THE LIFE OF MISUZU KANEKO 

| STORY, POETRY and ART 
SONGS

」
が
開
催
さ
れ
る
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
は 

２
０
２
５ 

年Queens Arts Fund New 
W

ork Grant

採
択
イ
ベ
ン
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
。

金
澤
は
、
金
子
の
詩
を
も
と
に

し
た
歌
曲
作
曲
に
携
わ
り
今
年

で
約
20
年
。
2
年
前
の
金
子
生

誕
１
２
０
周
年
の
際
に
も
、
米

国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
金
子

み
す
ゞ
研
究
者
の
デ
イ
ヴ
ィ

ド
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
氏
編
纂

に
よ
る
金
子
の
伝
記
と
詩
集
本

「ARE YOU AN ECHO?

」
を

も
と
に
し
た
日
本
語
と
英
語
の

歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
を
Ｎ
Ｙ
で
開

催
し
た
。

　

前
半
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
氏

の
同
書
に
綴
ら
れ
た
、
金
子
の

壮
絶
な
一
生
を
語
る
伝
記
と
詩

作
の
朗
読
、
後
半
は
同
書
の
巻

末
に
収
め
ら
れ
た
詩
集
を
も
と

に
金
澤
が
作
曲
し
た
、
日
本

語
と
英
語
で
歌
わ
れ
る
金
子

み
す
ゞ
歌
曲
組
曲
「The Lost 

Poetry of Misuzu Kaneko 

」

の
世
界
初
演
が
披
露
さ
れ
る
。

公
演
当
日
は
、
現
在
シ
ア
ト
ル

在
住
の
ジ
ャ
イ
コ
ブ
ソ
ン
氏
も

来
場
予
定
。
出 

演
は
、Daniel 

Abse 

（

俳

優

）、Marisa 
Karchin

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、 

中
川

直
子 

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
市
川
純

子
（
ピ
ア
ノ
）、金
澤
恵
之
（
作

曲
）。
金
子
み
す
ゞ
の
出
版
管

理
を
手
が
け
て
い
る
日
本
の
出

版
社
「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
」
と

東
京
藝
樹
大
学
同
声
会
の
協
力

と
後
援
に
よ
り
実
施
。
入
場

無
料
（
整
理
券
は Eventbrite 

に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
入
手
可
能
）。

Daniel Abse

中川直子

Marisa Karchin

市川純子

金
澤
恵
之

「金子みすゞ」朗読
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
15
日
に

金
澤
恵
之
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス写真提供：金子みすゞ著作保存会

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://youtu.be/bd_5HcTujfc?si=jdPRSnRZ9lpaEsHO



